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はじめに

日本は 6，852の島々により国土が構成されている島l興国である。島に対する

地理学者の関心も高く、島を対象とした人文地理学研究1)は盛んに行われてき

た。島l興研究が盛んなことが、日本の地理学の特徴のーっともいえよう。

日本の島l興研究において、研究の対象とする島とは、一般的に「本土J2)と

呼ばれる日本の主要 5島(本州島、北海道島、九州島、四国島、沖縄島)を除

いた有人島全てである。主要 5島を除くと、日本には 397の有人島が存在し、

425，210世帯 1，088，449人の人々が生活している 3)。すなわち、日本の島l興研

究は、人口比で全国の 1%にも満たない、この約 400の島々を研究対象として、

多くの研究成果を積み重ねてきたのである。

ところで、地理学においては、大村 (1958) は島l興研究を大きく 2つの型に

分けた。第 1の型は、島に特有な現象や、島l興性、島l興空間などの解明を、理

論的、実証的に研究する型である。また、そのような島l興性を踏まえた、島l興

振興や島l興政策という応用面の研究も含まれる。一方、第 2の型は、例えば農

業地理学や集落地理学など「系統地理学的立場から、その研究対象として島を

取り上げたJ (平岡、 1977) ものである。

第 1の型は島唄空間そのものに関心があり、 「島の理論」を追求するのに対

し、第 2の型は島l興空間よりも、農業や観光など研究テーマの方に関心がある

といえよう。もちろん、第 2の型といえども、研究結果を島l興性との関連で論

ずるものもあり、両者の研究内容はかなり多くの部分が重なっている。

本稿では、これまで日本の島を研究対象として発表された地理学論文を分

類・整理し、その傾向を統計的に分析することを目的とする。そのために、ま

ず、これまで発表された日本の島を研究対象とする地理学論文(著書を除く)
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を収集し、それをもとに「地理学島唄研究論文データベース」と名付けたデー

タベースを表計算ソフト上に作成した4)。データベースから発表年や研究分野

などを集計することで、島唄研究の傾向が明らかにできる。

1 .地理学島嘆研究論文データベースの作成

本章では、先述した地理学島嶋研究論文データベースの作成方法について紹

介する。論文採録期間は、京都帝国大学に地理学講座が設けられ、近代地理学

が制度的に確立した 1907年以降、 2012年までの 106年間である。このデー

タベースへの論文の登録は、次の基準によった。

①日本の島を対象とした、人文地理学の学術論文を登録する。そのため、島

の概観や地誌的な論文、報告書類は登録しない。

②学術論文とは、日本の地理学会に所属する者が執筆して、学術雑誌や学術

書に掲載された論文、または日本の地理学会が発行する学会誌に掲載され

た論文である。

作成したデータベースには、 2014年 2月現在で 625本の島l興研究論文を登

録することができた。データベースにおける論文情報の項目として、通し番号

を除けば、 「筆者名J r発表年J r論文タイトルJ r編集者名 J r雑誌・図書

名J r雑誌巻号J r出版社名J rページJ r年代J r海域J r分野」の 11項

目である。論文のリストを資料として本稿の最後に掲載をする 5)。なお、論文

の採集には最善を尽くしたが、この論文リストから漏れてしまった島l興研究論

文もあると恩われる。今後も採集を継続するので、この論文リストは現段階に

おける暫定的なものであることに留意して欲しい。

2.年別にみた島嘆論文発表数の動向

前章の方法で作成した地理学島l興研究論文データベースを集計して、年ごと

に論文の発表数に関する経年変化をみてみる。

625論文のうち、最も発表年の古い論文は、辻村太郎「伊豆諸島の集落J、

石井逸太郎「季節と共に興廃する能登沖舶倉島の漁村」である。どちらも『地

球』第 5巻第 5号 (1925) に発表された。その後、 2012年までの島!興論文発

表数の推移をグラフ化した(図 1)。この図によると、全体として島唄研究が

盛んな期間が 5回現われ、そのトレンドの波は時代が新しくなるほど大きくな

る傾向が読み取れる。

まず、第 1の波は 1925年からの 10年間である。辻村太郎のほか、石田龍次

郎、内田寛ーなど、日本地理学史に名を残すような研究者たちが、 1925年に設

立された日本地理学会の学会誌『地理学評論』や東京地学協会の『地学雑誌』
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図 1 地理学島唄論文の年別発表本数(1925-2012年)

などに、経済地理学や集落地理学のアプローチから優れた島l興論文を発表した。

第 2の研究の波は、 1950年代前半である。辻村太郎が代表となり、 1950年

6月に島唄社会研究会が発足した。多くの地理学者がこの会に参加し、島嶋地

理学を確立しようとして、島の定義や概念などを盛んに論じ、島嶋研究に一時

代を築いた。この研究会が理論的支柱となって、日本の離島振興法が制定され

るなど、現実社会にも地理学者が貢献した。

第 3の研究の波は、 1960年代から 1970年代後半にかけてである。高度経済

成長期を迎えた日本の島l興は、農村や山村と同様に過疎化が進行し、島i興社会

が大きく変化する。また、この時代に離島ブームが起こり、伊豆諸島のように

観光化が進展した島が現われた。急激に変貌する島を対象として、地理学者も

様々なテーマで研究を行った。京都大学地理学教室関係者が北海道奥尻島で共

同調査を行った 1975年が、単年度で最多の論文数を記録している。

1980年代に第 4の研究の波が現われる。この波は、平岡昭利、堂前亮平、

中俣均といった現在でも島暁研究の中心的な研究者が精力的に研究を行った

時期と重なる。

さらに、 1990年代半ばから 2000年代半ばにかけて第 5の研究の波が現れる。

第 5の波は沖縄ブームと呼ばれる社会現象に対応しており、後述するように沖

縄の島を中心に研究が重ねられた。
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3.海域別にみた発表年代や研究分野の傾向

626論文の研究対象地域を、全国スケールを対象とした研究の他、 6つの海域

(日本海、太平洋、瀬戸内海、九州、薩南、沖縄)ごとに発表年代や研究分野

を集計した。その結果を示した表 1 によると、これまで最も研究がなされた海

域は沖縄で、 134本の論文が発表された。これは全論文数の 21%である。

第 2次世界大戦後に、沖縄は日本から施政権が切り離され、 27年間にわた

りアメリカ軍の統治下におかれた歴史をもっ。 1972年に沖縄が日本に復帰し

た後は、研究者が沖縄に自由に入域できるようになり、島の調査が盛んに行わ

れるようになった。 1990年代後半からは、社会的に沖縄ブームが起こり、沖

縄の島々が経済的・社会的に活気づくとともに、そこを対象とする地理学研究

も増加してし、く。特に 2000年代には、 124本発表された論文のうち、沖縄の

島を対象とした論文はその 41%を占めるまでになった。

2番目に論文数が多いのは、瀬戸内海である (131論文)。瀬戸内海には有

人島が 141島あり、海域別の島数が最も多い。瀬戸内海の島々は本土である本

州島や四国島からも近接しており、調査が容易である。そのため、第 2次世界

大戦前から今日までコンスタントに研究が行われている。

これまで 109本の論文が発表された薩南は、九州|島と沖縄島の聞に位置する。

有人島数は全海域の中で最も少ない 23島であり、全て本土より遠隔である。

この海域には、世界自然遺産に登録された屋久島をはじめ、孤立性が高いトカ

ラ列島、独特の伝統文化を有する奄美群島など、どの島も地理学の研究テーマ

を設定するのが容易である。そのため、 1島当たりの論文数が 4.7本であり、

海域別にみて最も多い。

4番目に論文数が多い海域は九州である。九州は有人島が 122島と多い。ま

た、本土からの距離、島の規模も多様である。しかし、 1島あたりの論文数は

0.8本に過ぎず、これは全海域で最も少ない。

次に、発表年代別に、最も多くの研究対象となった海域をみると、戦前期の

1920年代から 1940年代は日本海が最多である。それが 1950年代になると瀬

戸内海、 1960年代は九州、 1970年代と 1980年代は薩南、 1990年代以降は沖

縄となっている。すなわち、大きく捉えると、日本の地理学者の関心は、 100

年間をかけて北の島から少しずつ南の島へ、本土から近い海域からより遠い海

域の島へと変化してきているといえよう。

このことは、第 2次世界大戦後の歴史と交通アクセスに関係があると思われ

る。すなわち、 1945年に日本の敗戦後、北緯 30度以南の島々は米軍統治下に

置かれ、日本人研究者が容易に訪れることが出来なくなる。しかし、 1953年

に薩南の奄美群島が、 1972年に沖縄が順に日本に返還され、現地調査も段階
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表 1 年代別・研究分野別・海域別にみた地理学島嶋論文の発表本数

全国 日本海太平洋瀬戸内海九州 薩南 沖縄合計
(発表年代)

1920年代 o 4 1 0 0 0 0 5 
1930年代 1 4 2 3 3 0 0 13 
1940年代 o 2 1 1 0 0 0 4 
1950年代 1 13 12 21 12 7 0 66 
1960年代 4 4 8 16 27 3 3 65 
1970年代 7 14 17 13 6 21 13 91 
1980年代 1 6 13 25 14 29 20 108 
1990年代 4 13 3 27 9 19 85 110 
2000年代 6 8 4 18 15 22 51 124 
2010年代 2 0 2 7 8 8 12 39 
合 計

(研究分野)

島唄理論

島唄政策

人口

集落

経済

農業

漁業

文化

観光

交通

そ の 他

合計

有人島数

1島当たり論文数

26 

12 (5) 

5 (4) 
o (0) 
1 (0) 

1 (0) 

2 (1) 
(0) 

(1) 
o (0) 
1 (1) 

2 (1) 

26 (13) 

68 

1 (0) 

1 (1) 

8 (2) 

6 (1) 

8 (1) 

16 (5) 

15 (5) 
4 (3) 
3 (3) 

3 (3) 

3 (3) 

68 (27) 
24 
2.8 

63 

3 (0) 

o (0) 
6 (3) 

9 (2) 

8 (3) 

14 (5) 

6 (0) 

7 (4) 

5 (1) 
2 (2) 

3 (2) 

63 (22) 
42 
1.5 

131 

5 (0) 

3 (3) 

16 (9) 

18 (7) 

8 (2) 

26 (16) 
20 (10) 
9 (6) 

3 (3) 

15 (14) 
8 (7) 

131 (77) 
141 
0.9 

94 

3 (0) 

1 (0) 

8 (3) 

19 (6) 

20 (10) 
6 (2) 

28 (16) 
7 (5) 

o (0) 
2 (0) 

5 (4) 

94 (46) 
122 
o. 8 

109 

o (0) 
3 (2) 

28 (22) 
17 (9) 

4 (3) 

32 (22) 
o (0) 

15 (10) 
7 (7) 

o (0) 
5 (3) 

109 (78) 
23 
4. 7 

( )内数字は 1980年以降の論文数を示す。

太字は発表年代および研究分野のうちで最も論文数が多い海域を示す。

134 

3 (3) 

2 (1) 

15 (13) 
28 (21) 
8 (7) 

88 (29) 
6 (4) 

8 (8) 

10 (10) 
12 (9) 

14 (13) 
134 (118) 

45 
3.0 

625 

27 (8) 

15 (11) 
79 (52) 
93 (46) 
57 (26) 
129 (80) 
71 (35) 
51 (37) 
28 (24) 
35 (29) 
40 (33) 
625 (381) 
397 
1.6 

的に可能になった。このような歴史的な要因に加えて、交通アクセスの改善に

より、一般国民も研究者もより南へ、より遠くへと関心が向くようになった。

それに対応して遠隔な島での研究論文も多くなったと考えられる。

日本の島l興研究では、島のさまざまな人文現象に焦点を当てて研究が行われて

きた。そのため、研究分野は多岐にのぼるが、本稿では、島唄理論、島l興政策、

人口、集落、経済、農業、漁業、文化、観光、交通、その他の 11分野に分類す

る。最初の 2分野が先述した第 1の型、残り 9分野が第 2の型の研究である。

表 1によると、最も研究がされた分野は農業で、 129本の論文が発表されて

いる。以下、集落 (93本)、人口 (79本)、漁業 (71本)、経済 (57本)、

文化 (51本)、交通 (35本)、観光 (28本)、島唄理論 (27本)、島l興政

策 (15本)の順である。第 1の型である島嶋理論と島l興政策に関する論文は

計 42本に過ぎず、これは全論文数の 7%に過ぎない。このことから、日本の

地理学による島l興研究では、島唄性や島l興空間の理論的な解明よりも、系統地
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理学のアプローチにより、事象そのものや、事象を通してみた島の地域性の解

明に比重が置かれているといえる。

研究分野別に論文が多い海域を見てみる。第 1の型である島l興理論や島l興政

策に関する論文は全国を対象とした研究が多い。第 2の型では人口は薩南が最

も多い。これには田島康弘による一連の同郷団体研究が貢献している。また、

薩南には伝統文化が強く残っているため、文化の論文数も最多である。集落研

究は沖縄が最も多く、九州、|、瀬戸内海と続く。経済は九州が多い。これは炭鉱

の島の動向に関する論文が多いためである。農業および観光は沖縄が最多で、

薩南がそれに続く。漁業はそれらが盛んな九州、瀬戸内海、日本海が多い。交

通が多いのは瀬戸内海と沖縄である。両海域は架橋島が多い。そのため架橋が

島唄地域に及ぼす影響に関する研究が盛んである。このように、各海域の研究

は、その海域の産業構造や社会変化と大きく関連している。

おわりに

本稿では、近代地理学が日本で制度化された 1907年以降、 2012年までの

106年間に発表された日本の島を対象とした地理学研究を収集し、地理学島l興

研究論文データベースを作成した。それを集計して、論文発表数の経年推移を

はじめ、海域別に論文数や研究分野の傾向について大きく捉えてみた。

106年間に発表された地理学島暁研究論文は 625本である。年ごとに発表論

文数の推移をみると、全体として島l興研究が盛んな期聞が 5回現われた。そし

て、そのトレンドの波は時代が新しくなるほど大きくなる傾向が読み取れた。

海域別に論文発表数をみると、これまで最も研究がなされた海域は沖縄で、

次いで瀬戸内海、薩南、九州、日本海、太平洋と続く。これを年代別に、最も

多くの研究対象となった海域をみると、戦前期は日本海が最多であった。それ

が 1950年代になると瀬戸内海、 1960年代は九州、 1970年代と 1980年代は

薩南、 1990年代以降は沖縄であった。すなわち、日本の地理学者の関心は、

100年間をかけて北の島から少しずつ南の島へ、本土から近い海域からより遠

い海域の島へと変化していた。

研究分野別に見ると、最も研究がされた分野は農業で、以下、集落、人口、

漁業、経済、文化、交通、観光、島興理論、島l興政策の順である。このことか

ら、日本の地理学による島l興研究では、島唄性や島l興空間の理論的な解明より

も、系統地理学のアプローチにより、事象そのものや、事象を通してみた島の

地域性の解明に比重が置かれているといえる。また、海域別にみた研究分野の

傾向は、その海域の産業構造や社会変化と関連していた。

今回は日本の島を対象とした地理学分野の論文を採集し、この分野の研究傾

-84ー



向を定量的に検討したが、島l興研究は地理学以外にも社会学、民俗学、経済学

など様々な学問分野で行われている。日本の島嶋研究の全体像をみるためには、

次の段階として地理学以外の島l興研究の発表論文を整理する必要があろう。

付表 地理学島唄研究論文データベース

番号 筆者名
発表

論文タイトノレ 雑誌名・図書名
巻号・ へ。-;/、、 海域 研究分野

年 出版社

l辻村太郎 1925 伊豆諸島の集落 地球 5-5 55-63 太平洋
集落

(村落)

2石井逸太郎 1925 季節と共に興廃する能登沖自由倉島の漁村 地球 5-5 70ー77 日本海 漁業

3下関忠夫 1926 隠岐の牧畑 地球 6-6 21-27 日本海 農業

隠岐島前の牧畑一土地の経済と制度の発達の

4石田龍次郎 1929 一段階として及びその存在の理由に関する経 地理学評論 5-2 1-20 日本海 農業

済地理学的説明ー

5石田龍次郎 1929 隠岐の牧畑組織の持続 地理学評論 5-6 76-85 日本海 農業

6森寿美衛 1931 宇久島及ひ・小値賀島 地理学評論 7-6 31-55 九州
集落

(村落)

7佐々木彦一 1932 瀬戸内諸島の道路と住家との立地関係 地理学評論 8-1 38-47 瀬戸内海
集落

郎 (村落)

8村上節太朗 1933 瀬戸内の蜜柑島大長村 地学雑誌 534 
409 

瀬戸内海 農業
411 

9武見芳 1933 日本内地における小島瞬の人口(第一報) 地学雑誌 537 28-38 日本海 人口

10小畑功 1934 伊吹島の景観地理 四園地理学会論文集 l 9-18 瀬戸内海 文化

11内田寛一 1934 
熱海初島における耕地と戸口との閥係の一面

大塚地理塾舎論文集 2(下)
177 

太平洋
集落

について 195 (村落)

12森寿美衛 1934 五島福江島の溶岩台地と其の耕作景観 地理学評論 10-2 1-24 九州 農業

13安藤堅一 1934 人口を中心とせる佐渡島の地理学的考察 地理論業 4 1-44 日本海 人口

14 辻村太郎・ 1935 日本群島付近における島唄の分類および分布 地理学評論
11 26-50， 

全国 島町韓理論
山口貞夫 8，9 34-48 

15山口貞夫 1935 伊豆諸島の集?客観 地理学評論
11 

1-29 太平洋
集手喜

12 (村落)

16西川栄一 1935 隠岐列島人口の地理学的考察 地耳n~命業 7 
203← 

日本海 人口
238 

17安藤堅一 1936 隠岐列島の水産製造業に就いて 地球 25-2 42-54 日本海 漁業

18伊藤 侍 1939 
天草諸島の人口一人口の地理学的意義につい

地理論業 10 25-82 九州 人口
ての一考察ー

19小笠原義勝 1940 瀬戸内海の漁村と農村 地理学評論 16-7 1-16 瀬戸内海 経済

20 長井政太郎 1943 飛鳥の物々交換 社会経済史学 13-2 
111 

日本海 経済
122 

21新井浩 1949 八丈島の樫立村 社会地理 18 24-27 太平洋
集落

(村落)

22谷岡武雄 1949 隠岐島の地理的性格ー佐渡島との比較 人文地理 1-4 37-46 日本海 島唄理論

23三友国五郎 1950 種子島の集務 社会地理 21 12-15 薩南
集落

(村落)

24村上節太朗 1950 伊予灘および燈灘における漁村の季節的住宅 社会地理 21 18-21 瀬戸内海 漁業

25長井政太郎 1950 孤島の農業ー飛島と粟島の場合 社会地理 24 5-8 日本海 農業

26長井政太郎 1951 羽後飛島の人口問題
山形大皐紀要

1-1 81-102 日本海 人口
人文科皐

27 友国五郎 1950 黒島の生活 社会地理 24 9-12 九州 文化

28折茂JI頂平 1950 壱岐島の触集落 社会地理 24 13-16 九州
集落

(村落)

29樗木昇一 1950 壱岐島の飲料水対策 社会地理 30 24-27 九州 水文

30折茂jJ頂平 1950 壱岐の散村 地理学評論 23-2 48-49 九州
集落

(村落)

31大村肇 1950 
社会共同性に関する経済地理学的研究ー伊豆

地理学評論 23-2 50-51 太平洋 経済
七島御蔵島について

32大村 肇 1950 
社会共同性に関する経済地理学的研究伊豆

地理学評論 23-6 13-19 太平洋 経済
七島利島についてー
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33 大村肇 1950 
社会共同性に関する経済地理学的研究 伊E

地理学評論 23-9 58-59 太平洋 経済
南諸島・式根島についてー

34 問中豊治 1950 
封建下の隠岐牧畑一島唄社会の経済的構造と

地理学評論
23-

22-32 日本海 農業
解体(その1) 11 

35ー神弘 1950 瀬戸内海多島海島唄地理学方法論一地域論ー 東京大学地理学研究 l 27-38 瀬戸内海 島町翼理論

36岸本質 1951 伊島の開拓 人文地理 3-1 68ー76 太平洋 農業

37中山修一 1951 日振島(愛媛県北宇和郡)の人口について 人文地理 3-3 73-77 太平洋 人口

38岡中豊治 1951 
牧畑農業の解体について 島唄社会の経済的

地理学評論 24-3 24-31 日本海 農業
構造と解体(その 2)

39田中豊治 1951 
隠岐の水産経済の分析ー島唄社会の経済的構

地理学評論 24-6 22-29 日本海 漁業
造と解体(その 3)

40折茂順平 1951 壱岐の島の浦集落 地理学評論 24-9 15-23 九州
集落

(村落)

41佐藤甚次郎 1951 
飛島と戸数・人口・出稼ー近位以降の島師範漁

東北地理 4-1 21-29 日本海 人口
村人口の地理学的考察ー

42斉藤十郎 1951 
宮城県間代島・網地島の人口構成とその内部

東北地理 4-1 30-33 太平洋 人口
構造について

43河野通博 1952 
明治以後対馬東岸における外来商業者の定着 岡山大学法文学部 1 

97-108 九州
集落

と成長 学術紀要 (都市)

44小栗宏 1952 伊旦大島の切替畑第報 新地理 3 6-14 太平洋 農業

45近藤忠 1952 対馬の地名 人文地理 4 
212-

九州 文化
217 

46 田中葉・ 1952 家島群島の集落 人文地理 4-1 41-46 瀬戸内海
集落

山崎禎一 (村落)

47河野通博 1952 
淡路富島町の鮮魚運搬業一瀬戸内海における

地理学評論
25 

瀬戸内海 漁業
鮮魚運搬の研究 (2 ) 別冊

48折茂順平 1952 壱岐の島の漁業 地理学評論 25-4 8-16 九州 漁業

49大 村肇 1952 
初島共同社会の再検討 特に戸数制限の問題

地理学評論 25-8 
304-

太平洋
集落

を中，心として 310 (村落)

50山階芳正 1952 島唄性に関する考察
東京大学地理学研 2 147-

全国 島唄理論
究 160 

51竹松定雄 1952 淡路沼島の人口移動
立命館大学地理学

91-97 瀬戸内海 人口
研究小報

52踊内秀雄 1953 小旦島の疾病地理 兵庫地理 2 瀬戸内海 医療地理

53竹松定雄 1953 洲本市人口の地理学的考察 兵庫地理 2 瀬戸内海 人口

54星野輝男 1953 
備前犬島の地理学的考察 Iー現況と地域性に

関西学院史学 2 80-97 瀬戸内海 島唄理論
ついてー

55大 村肇 1953 伊豆御蔵島の扶持米制について 地理学評論 26-4 
135-

太平洋
政治

144 (一般)

56田辺賢一郎 1954 天草島の新田開発と土地均分政策 新地理 2-2 30-37 九州 農業

57竹松定雄 1954 淡路由良町の人口移動 兵庫地理 3 瀬戸内海 人口

58米谷静二 1954 屋久島たぶ川部落の共同開墾過程と社会構成
鹿児島県地理学会 4 

薩南
集落

紀要 (村落)

59米谷静二 1954 屋久島北岸部落の地理学的研究
鹿児島大学文科報 3 191-

薩南
集落

告 210 (村落)

60田中豊治 1954 
隠岐における近代的漁業の侵入とその影響ー

地理学評論 27-5 
203-

日本海 漁業
島町島経済の構造と解体過程(その 4) 212 

61田中豊治 1954 
隠岐島における畜産 烏晩経済の構造と解体

地理学評論
27 449-

日本海 農業
過程(その 5) 11 459 

62問中 書記 1954 離島振興と屋久島 国民経済雑誌 89-2 l白 19 薩南 島町需振興
63星野輝男 1955 備前犬島の地理学的考察 2 関西学院史学 3 76-92 瀬戸内海 島唄理論

64戸 坂博 1955 島時島村落の地域構造ー壱岐島の場合一 九州地理 2 九州
集落

(村落)

65鈴木公 1955 沖永良部島に於ける水と生活
鹿児島県地理学会 5 
紀要

降雨 水文

66村上節太朗 1955 
広島県大長村の専業的事業甘橘栽培ー特に渡

地理学評論 28 51-61 瀬戸内海 農業
り作について

67田中豊治 1955 
山陰地方における資本市l漁業の発達とその影

地理学評論 28-4 
159-

日本海 漁業
響 170 

68小野博司 1955 
「人名J制下塩飽諸島における経済構造とそ

地理学評論 28-7 
328-

瀬戸内海 経済
の変貌 338 
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69 合田栄作 1955 
縁組による大ニ島の人口移動ー縁組による人

地理学評論
28- 523-

瀬戸内海 人口
口移動の地域的研究第 7報 10 535 

70長井政太郎 1956 飛島と粟島の衆落 東北の衆落
古今 109-

日本海
集落

書院 115 (村落)
71局内秀雄 1956 年齢階層別職業構成よりみた小旦島 兵庫地理 4 瀬戸内海 人口
72太田茂弥 1956 島の人文地理一塩飽諸島佐柳島の場合一 岡山史学 6-2 36-51 瀬戸内海 経済

瀬戸内海島町興部における半農半漁村の経済地
岡山大学法文学部 5 

73河野通博 1956 理学的研究一広島県沼隈郡内海町田島町の場 90-127 瀬戸内海 経済

.g.- 学術紀要

74新宅勇 1956 周防平郡島の棟、村的性格 山口地理学会年報 1 瀬戸内海 漁業

75 米谷静二 1956 奄美大島の人口と集落
鹿児島大学南方産

1-2 31-41 薩南 人口
業科学研究所報告

76 新宅勇 1956 
防長海岸の漁村一特に周防大島の漁村的性格

人文地理 8-1 34-46 瀬戸内海 漁業

77 田中豊治 1956 
隠岐における商業資本の発達と島唄経済の展

地理学評論 29-1 14-27 日本海 経済
開ー島唄経済の構造と解体過程(その 6)

78田中豊治 1956 近世隠岐の村落社会構造 地理学評論 29-5 
280-

日本海
集落

292 (村落)

79岸本質 1956 
京阪神大都市周辺地域としての淡路島の地理 徳島大学学芸紀要 6 

33-68 瀬戸内海 島町耳理論
学的研究 (社会科学)

80 結城I青吾 1956 
佐渡農民騒動の歴史地理学的研究ート佐渡の地

新地理 4-4 28-44 日本海 農業
域的性格と凶作

81 米谷静 1957 沖永良部島の人口と集落 鹿大史学 5 16-23 薩南 人口
82 小川武 1958 八丈島方言の類型と系統 新地理 7司 2 56-59 太平洋 文化

83 安田初雄 1958 
伊旦諸島の置付放牧ー近世における本邦の置

東北地理 11-1 7-11 太平洋 農業
付放牧に関する地理学的研究 -2-

84 稲見悦治 1959 淡路島の農牧業の地域構造 研究(神戸大学) 19 90-113 瀬戸内海 農業

五島列島の地誌学的研究ー離島社会の問題点
福岡学芸大学久留

85 二神弘 1958 米分校教育研究所 8 19-39 九州 島嶋理論
は何か

研究紀要

86 二神弘 1959 
離島社会の経済構造一長崎県五島列島黄島赤

地理学評論 32-3 
134-

九州 経済
島の研究事例ー 145 

87稲見悦治 1959 
高度別・傾斜別淡路島の土地利用ーとくに都

地理学評論 32-5 
246-

瀬戸内海
集落

市の住宅地と比較して 255 (都市)

88福宿光一 1959 
伊旦諸島における製炭時期とその特徴一大

人文地理 11 
498-

太平洋 経済
島・八丈島・青ヶ島の事例 509 

89河野通博 1960 
島唄経済の変質過程ー瀬戸内海島嘆部におけ 岡山大学法文学部

14 36-66 瀬戸内海 経済
る半農半漁村の経済地理学的研究 -2- 学術紀要

90 
野間ニ郎ほ

能登島の石垣回一揚浜塩田の形態変化の形式
金沢大学法文学部論 7 110-

日本海 農業
Izp 1960 

集(哲学史学籍) 136 

91 隈 部 守 1960 
長崎県の小島の集落一五島列島福江・赤島を

人文地理 12-3 58-66 九州
集落

中心にー (村落)

92河地貫一 1961 
離島の後進性と日本資本主義一対馬島・五島

経営と経済 40-4 69-100 九州 経済
列島の実態調査を中心として

93栂野利彦 1961 大島の耕地開拓
鹿児島県地理学会

11 太平洋 農業
紀要

94宮地良和
伊旦利島の地域心理的考察とその方法論的意

地理学評論
34-

28-44 太平洋 島唄理論1961 
義 11 

95小野博司 1961 島町亀の地理学的研究における方法論的諸問題
辻村太郎先生古稀 古今 426-

全国 烏嘆理論
記念地理学論文集 書院 437 

96山階芳正 伊豆初島における戸数の固定について
辻村太郎先生古稀 古今 438 

太平洋
集落

1961 
記念地理学論文集 書院 447 (村落)

天草の架橋問題
日本地誌ゼミナ 大明 157-

九州
交通

97山階芳正 1961 
ル四九州地方 堂 162 (架橋)

98安田初雄 1961 近世の種子島における放牧
福島大学学芸学部

12-1 49-61 薩南 農業
論集社会科学

わが国におけるマー
葵書

99尾崎席四郎 1962 岡山県真鍋島の栽矯地 ガレット露地栽培地
房

瀬戸内海 農業

の地理学的研究

浮田典良 沖縄久高島の土地制度 史林 45-1 
128 

沖縄
集落

100 1962 137 (村落)
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101 藤岡謙二郎 1963 第 l部第 1章地形と集落 離島の人文地理
大明

23-31 九州
集落

堂 (村落)

102 桑原公徳 1963 第 2部第 l章集落の機能と形態 離島の人文地理
大明

84-102 九州
集落

堂 (村落)

103 山崎俊郎 1963 第 2部第 2章民家 離島の人文地理
大明 103-

九州
集落

堂 121 (村落)

船越昭生 1963 第 2部第 3章 『箆j の構造 離島の人文地理
大明 122-

九州
集落

104 
堂 139 {村落)

105 広 田 修 1963 第 2部第4章 I 商業と生活圏 離島の人文地理
大明 140 

九州 経済
堂 150 

106 玉置哲郎 1963 第 2部第 4章E 交通・通信の発達と近代化 離島の人文地理
大明 151-

九州
交通

堂 158 (一般)

西村陸男 第 3部第 I章人口と労働力 離島の人文地理
大明 159-

九州 人口107 1963 
堂 177 

島田正彦 1963 
第 3部第 2章漁業ー零細な沿岸漁業とそこ

離島の人文地理
大明 178-

九州 漁業108 
に生きる漁民一 蛍 202 

109 浮田典良 1963 第 3部第 3章農業と土地制度 離島の人文地理
大明 203-

九州 農業
堂 226 

佐々木高明
第 3部第 4章 村落社会一村落を構成する社

離島の人文地理
大明 227-

九州
集落

110 1963 
会集団とその機能 堂 250 (村落)

鈴 木 公 1963 第 3部第 5章開発 離島の人文地理
大明 252 

九州 島昭島振興111 
蛍 265 

112 奥村和夫 1963 淡路島の花井栽培地域 地理学報 10 25-37 瀬戸内海 農業

113 内田秀雄 1963 淡路の瓦 地理学報 10 38-50 瀬戸内海 経済

114 位野木寿一 1963 洲本市の都市構造の推移 地理学報 10 51-64 瀬戸内海
集務

(都市)

明治後半期における内海島嘆部村落の統計
岡山大学法文学部 集落

115 河野通博 1964 的考察 瀬戸内海島唄部における半農半漁村
学術紀要

19 1-24 瀬戸内海
(村落)

の経済地理学的研究 -3-

116 味沢成吉 1964 八丈島ー根地区の養蚕について 新地理 12-3 23-26 太平洋 農業

117 大島褒二 1964 
両知県柏島の地誌ー僻地沿岸棟、村の地理的研

人文論究 15-3 19-38 太平洋 漁業
究

118 高重進 1964 
名の形成と村:弓削島庄の過大名を中心とし

地理科学 3 
190-

瀬戸内海
集落

て 203 (村落)

119 吉田美智子 1965 伊旦大島の通婚闘 新地理 12-4 13-20 太平洋 文化

120 新宅勇 1965 瀬戸内延縄漁村の変貌:豊島と給島の場合 地理科学 4 1-5 瀬戸内海 漁業

121 河地寅一 1965 離島地理学の方法と対象ー離島地理学(1)ー 経営と経済 103 
173-

全国 島峻理論
207 

122 山下七郎 1965 
八重山群島与那国島の漁業ーとくにカツオ節

新地理 13-1 55-61 沖縄 漁業
加工についてー

123 山下克彦 1965 北海道奥尻島・天売島・焼尻島の漁業 東北地理 17-3 
152-

日本海 漁業
157 

124 大村肇 1965 
北海道礼文島の漁業開発と地域構造一北海道 立正大学文学部論

21 1-27 日本海 漁業
周辺島嘆の地理学的研究 その 1ー 叢

125 河地貫一 1966 
離島の人口移動(未完)離島と他地域との交

経営と経済 104 91-139 九州 人口
流 (1) ー離島地理学 (2)ー

126 河地貫一 1966 
離島の人口移動(前承)離島と他地域との交

経営と経済 105 81-241 九州 人口
流(1)ー離島地理学 (3)ー

127 高橋達郎 1966 壱岐島石田村山崎触とその民家二例について 兵庫地理 10 35-39 九州
集落

(村落)

離島ーその現況と
全国離

128 山階芳正 1966 第 l章島唄と離島
対策一

島領興 432 全国 島唄理論

協議会

129 好克純 1966 根室市歯舞の漁業 地理科学 6 79-90 太平洋 漁業

130 山階芳正 1967 
地域別振興基本方針についてーいわゆる地域

しま 53 2-9 全国 島唄振興
別ピジョンー

131 味沢成吉 1967 
ミカン栽t音を主とした周防大島の大島町の農

新地理 15-2 15-31 瀬戸内海 農業
業地理学的研究

132 大島裏二 1967 
対馬大船越の地誌 離島専業漁村の社会地理

関西学院史学
9・ 151-

九州 漁業
学的研究 10 191 

133 河地買 1967 離島の商品・資本移動(1)ー島唄時代一 経営と経済 107 79-118 九州 経済
134 河地貫 1967 離島の商品・資本移動 (2) 離島化時代 経営と経済 108 61-84 九州 経済
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135 河地質ー 1967 離島社会の後進性とその歴史展開 経営と経済 109 1-44 九州 経済

136 河地貫一 1967 離島の商品・資本移動 (3)ー架橋時代ー 経営と経済 109 65-113 九州 経済

137 河地貫一 1967 離島産業の前期性とその資本主義的展開 (1) 経営と経済 110 55-93 九州 経済

138 石川友紀 1967 
山口県大島郡久賀村初期ノ、ワイ契約移民の社

地理科学 7 25-37 瀬戸内海 人口
会地理学的考察

139 山口弥一郎 1967 
沖永良部島に於ける集落の屋敷名による考察

地理学評論 40-3 33-45 薩南
集落

(短報) (村落)

140 大村肇 1967 
南西諸島諏訪之瀬、悪石両島における物価闘 立正大学人文科学 5 33-37 隣南 経済
定に関する研究 研究所年報

141 大村盟主 1967 
北海道利尻島の開発と地j或榊造 北海道周辺 立正大学文学部論

26 1-35 日本海 経済
地域の地理学的研究 その 2ー 叢

142 松井貞雄 1967 淡路島の温室岡芸地域 人文地理 19-3 
237-

瀬戸内海 農業
265 

143 新宅勇 1968 
釣・延縄t魚、村 瀬戸内海延縄首相、村の変貌一段 沿岸漁業の地理学 地人 107 

瀬戸内海 漁業
島と粉島の場合一 的研究 書房 115 

144 新宅勇 1968 島唄漁村の生産構造 祝島の半農半漁村
沿岸漁業の地理学 地人 203-

瀬戸内海 漁業
的研究 書房 209 

145 新宅勇 1968 島峡l漁村の生産構造 野島の底曳網漁村
沿岸漁業の地理学 地人 209-

瀬戸内海 漁業
的研究 書房 216 

瀬戸内海島岐l音Bにおける半股半漁村の経済地
岡山大学法文学部

146 河野通i導 1968 理学的研究 4一瀬戸内海の上向型底曳漁村一
学術紀要

28 25-59 瀬戸内海 漁業

兵庫県飾磨郡家島町坊勢の場合

147 河地貫 1968 離島産業の日月期性とその資本主義的展開 (2) 経営と経済 111 59-89 九州 経済

148 河地貫 1968 島崎拠地理学の方法論に関する 試論 経営と経済 112 43-68 九州 島峨l理論

149 河地貫一 1968 
限界炭坑島の資本主義的展開序説 長崎県香

経営と経済 113 53-94 九州 経済
焼島の実体調査を中心としてー

150 味沢成吉 1968 
周防大島におけるミカン栽培の地域的差異に

新地理 16-1 39-52 瀬戸内海 農業
ついて

151 河地貫一 1968 離島地理学の方法論的序説
人文地理学の諸問 大明 171-

JLJ'1'I 島唄理論
題 堂 180 

152 石川友紀 1968 
海外移民と圏内移住ー沖縄勝連村浜比嘉島比

地理学評論 41-9 
585-

沖縄 人口
嘉の場合一 593 

Annals of the 

153 伊藤久雄 1968 
昭和初年における国後・択捉島及び色丹島の Hokkaido 

41 1-8 太平洋 漁業
水産業 Geographical 

Society 

154 味沢成吉 1970 
香川県佐柳島の農業の変貌ーとくにその漁業

新地理 18-2 27-58 瀬戸内海 農業
との関係についてー

沖縄の糖業地域一特に宮古島における製糖工
愛知教育大学地理

155 山川充夫 1970 場の甘躍を栽培地域の支配機構とその空間配置
学報告

35 21-27 沖縄 経済

について

156 小池秀夫 1970 神津島の農漁業の地域性と変貌 経済地理学年報 16 30-52 太平洋 経済

157 
日両手口広・

1970 宝島および悪石島における焼畑農業
鹿児島地理学会紀

18 磁南 農業
吉田昭穂 要

158 名倉健治 1970 三重県烏羽市答志烏の漁業構造
地理学報告(愛知教

34 78-82 太平洋 漁業
育大学)

159 斎 藤毅 1971 
中之島および宝烏における野生横物の利用形 鹿児島地理学会紀

19-2 薩南 農業
態 要

160 坂口彰 1971 中之島における開拓集落とその変容
鹿児島地理学会紀

19-2 薩南
集落

要 (村落)

161 薮内芳彦 1971 島の地理学的研究 人文地理 23-2 76-98 全国 島町障理論

対馬の焼畑一わが国のムギ型焼畑の特色とそ
人文地理学論叢ー

柳原
162 佐々木高明 1971 織田武雄先生退官 九州 農業

の系統についての覚書
記念

書盾

163 楠原直樹 1971 
中小漁港の階層と流通機構一五島列島福1工島

東北地理 23 1-9 九州 漁業
付近の例でー

1951年当時における北海道道北千島の家屋分
立正大学文学部論 集落

164 大村肇 1971 布に関する記録ー北海道周辺島嘆の地理学的研
叢

40 40-58 太平洋
(村落)

究 3
165 丹羽真知子 1972 保戸島の遠洋漁業 大分県地理 12 九州 漁業

166 回中豊治 1972 
隠岐および五島における水産物流通機構の成

漁業経済研究
19-

37-62 日本海 経済
立 1.2 
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167 玉井建三 1972 愛媛県外海離島の現状一日振島の場合一 駒沢地理 8 
119-

太平洋 島唄理論
129 

168 
斎藤毅・

1972 
喜界島のミズイモ栽培に関する文化地理学的 鹿児島地理学会紀

20ーl 薩南 農業
坂口彰 考察 要

169 
辻ひろみ・

1972 喜界島におけるソテツの利用形態
鹿児島地理学会紀

20-1 隣南 文化
金丸光代 要

170 吉木武一 1972 
宮古漁民の南方通漁一本土資本支配下の遠洋

人文地理 24-5 28-48 沖縄 漁業
カツオ漁業一

171 永野為紀 1972 神津島における建切網漁業の構造 仙台大紀要 4 1-9 太平洋 漁業

172 長谷川典夫 1972 離島の特性と開発上の問題点 地域開発 98 9-14 全国 経済

173 小池秀夫 1972 角度経済成長下における伊旦諸島の変貌 地域分析 11 1-12 太平洋 島唄理論

174 内海巧 1972 
前松市新市域の基礎研究都市近郊地域の特

地理学研究 21 
123-

瀬戸内海
集落

性と問題点 女木・男木地区 127 (都市)

175 千葉徳爾 1972 八重山諸島におけるマラリアと住民 地理学評論 45ー7
461-

沖縄 文化
474 

176 水野冗 1972 沖永良部島の生活一文化地理的考察ー 地理学報告 39 1-3 穣南 文化

177 白坂蕃 1972 
伊旦諸島における観光地化現象とその社会・ 東尽学芸大紀要 3

24 47-69 太平洋 観光
経済的意義(第 l報) 部門社会科学

178 楠原直樹 1972 
水産物の流通と離島の漁業長崎県上五島を

東北地理 24 59-67 九州 漁業
例として

今野修平・
222-

179 永野為紀・ 1972 伊豆神津島の産業構造とその変化 東北地理 24 
232 

太平洋 人口

長浜富子

180 鈴木公 1972 沖永良部島の集落変容の地理学的研究 南日本文化 5 94-108 隣南
集落

(村落)

181 小野博司 1972 北海道焼尻島・天売島の漁業開発と近年の変貌 麗沢大紀要 14 
141-

日本海 漁業
168 

182 回中豊治 1972 隠岐における長崎俵物の歴史地理学的研究 歴史地理学紀要 14 
193-

日本海 経済
226 

183 中間芙美子 1972 
奄美大島健郷村の村落構造:既存宗教との関

お茶の水地理 13 11-20 臨南
集落

連を中心にして (村落)

184 玉井建三 1973 高知県沖の島における農業について 駒沢地理 9 
107-

太平洋 農業
116 

185 辻ひろみ 1973 
奄美大島におけるソァツの利用に関する地理 鹿児島地理学会紀

21-2 薩南 文化
学的研究 要

186 味沢成吉 1973 
知夫里島の専業農家の変容ーとくにその新し

新地理 21-1 7-25 日本海 農業
いタイプの(過疎型専業農家)についてー

187 山下七郎 1973 知夫里島の漁業について 新地理 21-1 26-33 日本海 漁業

188 玉井建三 1973 伊豆新島における土地利用の変化 地理学評論
46- 675-

太平洋 農業
10 683 

189 高山茂美 1973 三宅島の観光開発と水資源問題
立正大学人文科学

11 56-62 太平洋 観光
研究所年報

190 両橋幸f 1974 沖永良部島の農業 岐阜地理 13 薩南 農業

191 田中豊治 1974 隠岐における長崎俵物流通機構の推移 漁業経済研究
20- 102-

日本海 経済
3・4 127 

192 赤松国吉 1974 
吐喝事~J列島における過疎化と土地利用の変化 鹿児島地理学会紀

21-2 薩南 人口
一中之島および臥蛇島の場合一 要

193 斎藤毅 1974 
亜熱帯離島における伝統的製塩形態の研究ー 西日本漁業経済論

15 臨南 農業
鹿児島県沖永良部および与論島の場合一 集

194 伊藤久雄 1974 北海道の漁村歯舞の変容 地理学評論 47-2 
107-

太平洋 漁業
110 

195 浮田典良 1974 八重山諸島における遠距離通緋 地理学評論 47-8 
511-

沖縄 農業
524 

196 中山満 1974 沖縄の離島の概念ー特に離島振興について
琉球大学法文学部

17 
113-

沖縄 島唄振興
紀要社会編 142 

197 河野通博 1975 過密に包囲された過疎一瀬戸内海の島々ー 環境文化 17 瀬戸内海 人口

198 
米国藤博・

1975 壱岐島の人口に関する若干の地理学的考察 パイオニア 8 1-31 九州 人口
赤塚康雄

199 大島褒二 1975 
五島滞、村の位置的考察ーそれと福J工島漁村

関西学院史学 16 82-96 九州 漁業
聴き書き

200 平岡昭利 1975 
近世~明治前期における家島諸島の漁業形態

史泉 50 
267-

瀬戸内海 漁業
について 284 
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201 阿万達郎 1975 
日永良部島におけるガジュツ Curcuma 鹿児島地理学会紀

22-1 32-41 薩南 農業
zedoaria栽t音地域の形成について 要

202 
斎藤毅・

1975 
吐喝時l列島における山羊飼育の文化地理学的 鹿児島地理学会紀

22-1 議南 農業
木佐貫秀明 研究ー宝島および小宝島の場合一 要

203 
石飛一吉・

1975 宝島および小宝島における正月料理の特性
鹿児島地理学会紀

22-1 隣南 文化
西圏玲子 要

204 木山尚美 1975 伊E大島一原山観光乗馬業 新地理 23-1 24-29 太平洋 観光

205 松本博之 1975 小豆島における小地域集団の発生とその性格 人文地理 27-5 1-34 瀬戸内海
集落

(村落)

小豆島における切り花ギク産地の形成過程と
206 西田博嘉 1975 その生産構造ー産地におけるキクの作型分化 人文地理 27-6 89-102 瀬戸内海 農業

を中心に

207 藤岡謙二郎 1975 離島の研究と地理学的諸問題 再生島診断
地人

3-11 全国 島唄理論
書房

208 浮田典良 1975 隊島の農業 離島診断
地人

12-25 全国 農業
書房

209 大島褒二 1975 離島の水産業 厳島診断
地人

26-33 全国 漁業
書房

210 杉本尚次 1975 離島の民家 離島診断
地人

34-41 全国
集落

書房 (村落)

211 山澄元 1975 離島の行政領域の沿革 離島診断
地人

34-41 全国
政治

書房 (一般)

212 
足利健売・

1975 奥尻島の人口 離島診断
地人

64-79 日本海 人口
金田章裕 書房

213 池野茂 1975 奥尻島の漁業 離島診断
地人

80-79 日本海 漁業
書房

214 
青木伸好・

1975 奥尻島の農業 離島診断
地人 102 

日本海 農業
桑原公徳 書房 120 

215 山田誠 1975 奥尻島の商業 離島診断
地人 121-

日本海 経済
書房 130 

216 
西田彦一・

1975 奥尻島の社会組織 離島診断
地人 131-

日本海
集落

戸祭由美夫 書房 137 (村落)

217 
森田勝・

1975 奥尻島の集落 離島診断
地人 138-

日本海
集落

水田義一 書房 148 (村落)

218 山崎俊郎 1975 奥尻島の集落の諸相と民家 離島診断
地人 149-

日本海
集落

書房 158 (村落)

219 中山満 1975 
南大東開拓の発展過程一島嘆の地域形成の事 琉球大学法文学部

18 73-104 沖縄 農業
例的研究ー 紀要史学・地理学編

220 
江口受・

1976 宇和島市九島における土地利用の変貌
亜細亜大教養部紀

14 62-74 太平洋 農業
玉井建二 要

221 石飛一吉 1976 屋久島における山岳信仰閣の研究 鹿児島地理学会紀要 22-2 44-52 礎南 文化

222 堤 正信 1976 周防大島における浜の集落形成過程 地理学評論 49-2 79-93 瀬戸内海
集落

(村落)

223 中山満 1976 沖縄離島の人口推移 地理月報 224 1-5 沖縄 人口

224 桐野利彦 1976 糖業と散村ー奄美大島の例ー 歴史地理学会会報 88 14-27 薩南
集F喜
(村落)

225 平岡昭利 1976 
明治期における家島諸島のニつの浦ーその集

歴史地理学紀要 18 
273-

瀬戸内海
集落

溶間の異質性を問題にして 294 (村落)

226 福原博 1977 大島大橋の交通量からみた周防大島の地域性 エリア山口 7 17-25 瀬戸内海
交通

(一般)

227 平岡昭利 1977 
大東諸島の開拓とプランァーション経営ーそ

人文地理 29-3 1-26 沖縄 農業
の歴史的展開を中心としてー

228 畑総一郎 1977 
沖縄宮古島社会の村落秩序ー下地町与那覇か 法政大学地理学集 6 100 

沖縄
集落

らの報告ー 報 113 (村落)

229 宮城民宏 1977 西表島北岸道路開通の西部地区への影響
琉球大学教育学部

21 
141 

沖縄
交通

紀要 158 (一般)

230 荒川裕子 1978 
佐渡島外海府の地域研究一女性の仕事と通婚

お茶の水地理 19-3 5-8 日本海 文化
域を中心として

231 飯田智芳 1978 
伊豆七島利島における青年の動向と生活様式

学芸地理 32 86-87 太平洋 文化
の変化

232 味沢成吉 1978 
二重県神島における農業の変貌ー離島におけ

新地理 25-4 8-28 太平洋 農業
る被合経済の構造一
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233 斎 藤毅 1978 
奄美諸島および吐喝吻!列島における伝統的製

人類科学 30 
141-

薩南 農業
境形態の地理学的研究 170 

234 千葉徳爾 1978 奄美諸島の集落別人口変動について 人類科学 31 91-120 縫南 人口

235 野間晴雄 1978 
野生ユリの栽培化から球根商品化への過程一

人文地理 30-3 
211-

薩南 農業
鹿児島県甑島と沖永良部島の比較 226 

236 小池秀夫 1978 離島の概念と瀬戸内海島嘆 地域分析 16 39-86 瀬戸内海 島唄理論

237 平岡昭利 1978 
南大東島における甘藤農業への外国人労働者

地理学評論
51- 318-

沖縄 農業
の導入と展開 4) 326 

藤岡謙一郎先生退

238 武 藤直 1978 淡路島論鶴羽山麓の垣内地名
官記念論文集歴 大明

瀬戸内海 文化
史地理研究と都市 堂

研究(上)

239 宮城民宏 1978 
カ フェリ 就航による伊江島の経済変革 琉球大学教育学部

22 
101-

沖縄
交通

物流を中心として 紀要 112 (一般)

240 
千葉徳爾・

1978 奄美大島のハプ日吏害 東北地理 30-3 
117-

薩南 医療地理
小野寺淳 126 

241 根岸正美 1979 静岡県初島における民宿集落の形成 学芸地理 33 1-20 太平洋 観光

242 八木康幸 1979 淡路島中部の墓制
葬送墓制研究集成 名著 197-

瀬戸内海 文化
第四巻墓の習俗 出版 228 

243 森 川 洋 1979 生口島と因島の中心地と地域組織 内海文化研究紀要 7 5-20 瀬戸内海
集落

(都市)

244 宮城民宏 1979 野甫大橋架橋の野甫集落への衝撃
琉球大学教育学部

23 73-93 沖縄
交通

紀要 (架橋)

245 石村満宏 1980 種子島における最近の農業動向 経済地理学年報 25-4 
273-

薩南 農業
281 

246 石村満宏 1980 わが国主要外洋性離島農業の類型化 鹿大史学 28 19-36 薩南 農業

247 田和正孝 1980 五島列島椛島における漁業の変化過程 人文論究 30-3 
107-

九州 漁業
141 

248 八木康幸 1980 
五島農村のムラ構成とその変化ー福江島大川

人文論究 30-4 
143-

九州
集落

原の場合一 170 (村落)

249 森川洋 1980 芸予諸島の中心地と勢力圏
西村嘉助先生退官 古今 524-

瀬戸内海
集落

記念地理学論文集 書院 529 (都市)

250 岡橋秀典 1980 
佐久島における経済構造の変化と地域社会の

地域問題研究 10 13-20 太平洋 経済
特質

251 小林茂 1980 奄美大島の伝統的家畜飼養(1) 歴史学・地理学年報 4 1-20 藤南 農業

252 千葉徳爾 1980 
近世中・後期八丈島及び同小島の地域別死亡

東北地理 32-4 
175-

太平洋 人口
者数の分析 184 

253 上野智子 1980 長崎県西彼杵郡福島の海岸地名 地理科学 33 22-31 九州 文化

254 中俣均 1981 
沖永良部島における民族行事の分布と変遷 島根大学法文学部

3-1 75-90 薩南 文化
(I) :農耕儀礼を中心として 紀要文学科編

255 橋村健一 1981 飯島の集落ー特に民家を中心として
鹿児島地理学会紀 24-

九州
集落

要 1・2 (村落)

256 田和正孝 1981 
越智諸島椋名における延縄漁業の漁場利用形態

人文地理 33-4 25-45 瀬戸内海 漁業
一水産地理学における生態学的研究の試みー

257 多国統 1981 小笠原諸島、父島・母島の農業 地域研究 22-1 39-47 太平洋 農業

258 海田裕之 1981 東京都八丈小島における経済活動と集落
立正大学文学部論

69 1-31 太平洋
集落

叢 (村落)

259 中俣均 1982 
沖永良部島における民族行事の分布と変遷 島根大学法文学部

4-1 85-104 躍南 文化
(Il) :祖霊祭を中心として 紀要文学科編

落合みどり

小沢雅人.

260 里昭憲. 1982 新島における観光産業の発展と民宿経営 学芸地理 36 29-52 太平洋 観光
佐藤美津春.

鈴木啓二餅

261 南出真助 1982 加部島の生活基盤
佐賀大学教養部研

14 2-13 九州 経済
究紀要

岩城操・
イメージ形成の地域特性 (2)ー北海道礼文島

262 中尾舜一・ 1982 
の小学生にみられる北方系の優位性について

自然科学論議 14 21-52 日本海 生活行動
吉川公雄

263 中野雅博 1982 
大分県保戸島の漁村の変貌ー景観変遷史的視

大分県地理 14 九州 漁業
点から
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264 東 l治体 1982 架橋で変わる広島湾の島々ー鹿島を中心に 地域 10 瀬戸内海 交通 | 
(架橋)

265 高橋春成 1982 
吐喝時l列島における住民生活と土地利用の変 地域その文化と 福武 148-

際雨 農業
化 自然 寄宿 157 

266 石川友紀 1982 
地害11伽l残存の島一沖縄県島尻郡知念村久高島 地域その文化と 福武 158 

沖縄 人口
からの移民 自然 苦手応 168 

267 
渡久地世J!・

1982 島晩生態系の特性と離島政策 地域開発 214 31-37 全国 島唄振興
北川泰三

268 訟尾英輔 1982 
奄美大島における在来ネギ属野菜の識別の呼

地理学評論 55-3 
151 

隣南 農業
称 164 

269 高橋春成 1982 
真鍋島における花存栽培の導入と土地利用の

内海文化研究紀要 10 15-23 瀬戸内海 農業
変化

270 星野輝男 1982 淡路島の線香製造業伝統工業の 1事例 兵庫地理 27 23-31 瀬戸内海 経済

271 小林茂 1982 奄美諸島の伝統的家畜飼義 (2) 歴史学・地理学年 6 
報

51-86 権南 農業

272 小林茂 1982 奄美諸島の伝統的イネ栽培と I踏耕j 人類科学 35 69-104 薩南 農業
273 大喜多甫文 1982 十申島における社会・経済構造とその変化 歴史地理学紀要 24 1-41 太平洋 経済

274 岡畑久夫 1982 
わが国における海士集落の変貌一五島列島宇

歴史地理学紀要 24 69ー100九州 漁業
久島平を事例としてー

275 千葉徳爾 1982 
小笠原父島における過去帳記載死亡者数の変

歴史地理学紀要 24 5-18 太平洋 人口
動について

276 関口消之 1982 古代淡路国の社会・経済的特性 歴史地理学紀要 24 
183ー

瀬戸内海 経済
192 

277 石村尚宏 1983 
奄美諸島における就業構成と農家兼業形態の 鹿児島大学法文学

19 
103 

薩南 農業
特徴 部紀要人文学科論集 124 

278 佐藤安弘 1983 
伊旦大島における花弁栽培ーその産地と経営 駒沢大学地理学研

13 51-58 太平洋 農業
構造ー 究

279 在成直樹 1983 
沖縄久前島における“シマ"の内部体系と神 高知大学学術研究

32 55-70 沖縄 文化
観念 報告(人文科学)

280 斎H事毅 1983 
亜熱帯離島における農業地峡の変容ー薩南諸 両度成長期の地域 古今 234-

薩南 農業
島の場合 変容 書院 250 

281 |王|尚康弘 1983 甑島における過疎化と転出者の集団形成
鹿児島の地域と歴 111-

九州 人口
史 137 
鹿児島大学教育学

282 fE¥島康弘 1983 沖永良部島の輸送野菜 部研究紀要(人 35 77-95 隣南 農業

文・社会科学)

283 畑総一郎 1983 
宮古島皆愛集落の成立と解体・再編成ーシマ

人文地理 35-1 66-78 沖縄
集落

観念の考察ー (村落)

284 小浦吉久 1983 
架橋と能登島(1)ー住民の意識調査をふまえ

石川地理 日本海
交通

て (架橋)

285 堂前亮平 1983 
伊良部島住民の日常生活行動からみた島内村

地域研究シリーズ 4 
151 

沖縄
集落

務問および島外との結びつき 162 (村落)

286 "1' I晃均 1983 隠岐・都万村の社会生活について 地域社会教室論集 2 23-38 日本海 文化

287 笠原俊flIl 1983 
淡路島諭鶴羽山地南麓における取水・水利形

地理学評論 56-6 
383-

瀬戸内海 水文
態と水利空間の変化一生活用水を中心として 402 

288 旧和iE孝 1983 
水産地理学における生態学的研究の一試論一越智

地理学評論
56 735-

瀬戸内海 漁業
諸島椋名における一本釣漁の漁場利用の場合一 11 753 

悶畑久夫・
近代以降の吐喝時l列島における村落構造の変 集落

289 紀禎哉・ 1983 
貌ー宝島を事例として

歴史地理学紀要 25 91-116 隣南
(村落)

寺本陽子

290 小林茂 1983 奄美諸島の石灰岩台地と伝統的環境利用 人類科学 36 29-86 穣南 経済

石川県鹿島郡能登島町における能登島大橋架
金沢大学教育学部

交通
291 五味武臣 1984 紀要人文・社会・教 33 21-34 日本海

橋に伴う地域変容
育科学編

(架橋)

292 菊池一雅 1984 
両度成長期前後の離島の農業ー農業構造より 群馬県立女子大学 4 111 

薩南 農業
みた種子島・康久島の場合一 紀要 121 

293 新見 f台 1984 香川県西部島しょ部住民の水意識と水利用
香川大学教育学部

60 
219 

瀬戸内海 水文
研究報告(第 l部) 267 

294 土問良一 1984 離島の都市一石垣市の場合
沖縄学術調査報告 9 89-102 沖縄

集落

書 (都市)

295 小問医{呆 1984 小豆島における写し霊場の成立 人文地理 36-4 
347-

瀬戸内海 文化
361 
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早稲田大学教育学

296 宮口とし姐 1984 沖縄久高島の土地と生活
部学術研究(地理

33 87-102 沖縄
集落

学・歴史学・社会 (村滋)

科学)

297 堂前亮平 1984 
伊平屋・伊是名における共同売庖と村落共同

地減研究シリーズ 5 25-30 沖縄
集落

体 (村落)

五島列島高崎における漁村の形成・維持と共

298 深野康久 1984 同漁業ームラの経済的・社会的基盤について 地域文化 8 九州 漁業

の一考察

299 後藤文昭 1984 
壱岐島における小地域集団の変容 初山西

地理科学 39-2 35-46 九州
集落

触・本村触を事例としてー (村務)

300 長沢利明 1984 
琉球列島久米島における有用植物方品名の特

地理学評論
57A-217-

沖縄 文化
色と地域間比較分析 4 236 

301 浅野久枝 1984 
東爪都ニ宅島における地形を主とした民俗分

地理学評論
57A-519-

太平洋 文化
類体系 8 536 

302 坂本英夫 1984 沖縄県内の一重辺境性克服と農業の集約化 奈良大学紀要 13 24-37 沖縄 農業

303 小林茂 1984 南西諸島の「低い島」とイネ栽培 民博通イ百 23 77-90 薩南 農業

304 田畑久夫 1984 
壱岐島における「アマJ集落の変貌ー小崎

歴史地理学 125 20-34 九州
集落

浦・八幡浦を事例として (村落)

305 川村博忠 1985 徳山湾大津島集落の変容 エリア山口 15 1-13 瀬戸内海
集落

(村落)

306 稲田道彦 1985 小豆島の墓制の最近の変化
香川大学教育学部

64 1-17 瀬戸内海 文化
研究報告(第 l部)

307 新見治 1985 
家島群島における水利用の展開過程と住民の 香川大学教育学部

65 
151-

瀬戸内海 水文
水利用行動 研究報告(第 1部) 189 

奄美大島南部の過疎化に関する地理学的研究
鹿児島女子短期大

308 平岡昭利 1985 
一鹿児島県大島郡瀬戸内町の事例ー

学付属南九州地域 2 1-19 薩南 人口

科学研究所

岡島康弘・
鹿児島大学教育学

309 1985 奄美における建設業の機造一大和村を中心に 部紀要人文・社会 37 21-41 薩南 経済
村上雅康

科学編

310 石村満宏 1985 沖永良部島の農業と農業集落 鹿大史学 33 19-45 薩南 農業

311 中山満 1985 沖縄本島周辺離島の産業構造の特性 地域の探究
古今 344-

沖縄 経済
書院 354 

312 堂前亮平 1985 徳之島，亀津の中心地形成と都市化
南島文化研究所調 8 

1-18 薩南
集落

査報告書 (都市)

313 中俣均 1985 奄美諸島の八月行事について一分布と変遷 法政大学文学部紀要 31 85-108 薩南 文化

314 染 谷勉 1986 鳴門市島町器部の水需給 地域研究 2 27-41 瀬戸内海 水文

315 尾崎秀樹 1986 大毛島・高島を中心とする交通手段の変遷 地域研究 2 
102-

瀬戸内海
交通

114 (一般)

316 村上節太朗 1986 
芸予諸島の苧地蔵の分布地蔵町・新川付近の

愛媛の文化 24 瀬戸内海 農業
甘藷資料

317 堂前亮平 1986 
石王豆島四箇の都市形成ープライメイトシティ

沖縄地理 3-17 沖縄
集落

現象の形成を中心として (都市)

318 中山満 1986 与論島におけるリゾ ト型観光地の形成について 沖縄地理 l 30-52 薩南 観光

319 小池秀夫 1986 沖縄伊江島における軍用地内耕作の特質 経済地理学年報 32 38-55 沖縄 農業

社会科学論集(名
40・ 451-

320 日比野雅俊 1986 伊豆大島における水利用と水源水質 古屋経済大学・市 太平洋 水文

郎学閥短期大学)
41 469 

321 小林茂 1986 南西諸島の環境利用と伝統文化 人文地理学の視圏
大明 529-

薩南 農業
堂 539 

322 斉藤一彰 1986 
広島県東野町(内海本土近接型離島)におけ 千葉敬愛経済大学

29 
211-

瀬戸内海 島唄振興
る産業振興の基本方向 研究論集 243 

323 奥山育子 1986 
八丈島における人口流出過程とその特質ー主

地学雑誌 95-1 46-61 太平洋 人口
に明治初期から第二次大戦まで

324 市川健夫 1986 琉球列島宮古諸島の農耕文化
東京学芸大学紀要

38 31-42 沖縄 農業
3部門社会科学

325 
甲斐重武・

1986 瀬戸内海島興部の農業とその地域類型 内海文化研究紀要 14 13-29 瀬戸内海 農業
森川洋

326 
小林茂・

1986 
奄美諸島における近世一明治期のイネ栽培の

農耕の技術 9 1-34 薩南 農業
久武哲也 変容過程

-94ー



番号 筆者名
発表

論文タイトル 雑誌名・図書名
巻号・

J、z、sーー三pノ， 海域 研究分野
年 出版社

八丈島における特産物(花弁)の産地形成一 琉球大学法文学部
327 中山満 1986 離島における農産物特産品の産地形成の事例 紀要史学・地理学 29 1-27 太平洋 農業

的研究ー 編

328 東陪停 1986 芸予諸島における古代航路の形成とその展開 歴史地理学紀要 28 
105-

瀬戸内海
交通

124 (一般)

329 須田一弘 1987 
ニシンが去ってからの漁携活動 ー焼尻島漁

季刊人類学 18-3 
173-

日本海 漁業
民の選択 218 

大島郡喜界町における農家の動向とその論理一
鹿児島大学教育学

330 田島康弘 1987 
-A集落の調査を中心にして

部紀要人文・社会 39 47-62 薩南 農業
科学編

331 堂前亮平 1987 
奄美、瀬戸内町における海上交通と古仁屋の

地域研究シリーズ 10 23-39 薩南
集落

中心地特性 (都市)

332 問機秀典 1987 
瀬戸内海島嘆部における人口流出と都市の同

内海文化研究紀要 15 15-26 瀬戸内海 人口
郷団体

333 橋本征1台 1987 
南西諸島の閏芋潅統耕作 一農耕文化論的予

文化史論叢(下)
書IJje845-

薩南 農業
察 宇土 864 

334 中俣均 1987 沖縄・多良間島の村落空間とその構成原理 法政地理 15 11-31 沖縄
集fi
(村落)

335 石井逸郎 1987 
再建島における経済と社会一小笠原諸島・父島

法政地理 15 32-48 太平洋 経済
の社会構造

336 田畑久夫 1987 西海捕鯨業の変遷 ー壱岐島を事例として 民俗と歴史 19 1-13 九州 漁業

337 中山満 1987 居住地形成以前の大東諸島
琉球大学法文学部

30 1-37 沖縄
政治

紀要史学・地理学編 (一般)

338 田畑久夫 1987 対馬における伝統的漁業の変貌 歴史地理学紀要 29 
183ー

九州 漁業
207 

339 酒川茂 1988 
広島県豊町大長における水組の構造と変容ー 広島女子大学文学

23 
135-

瀬戸内海 水文
生活用水供給の水利集団 部紀要 154 

郷友会形成母村の研究ー鹿児島県瀬戸田町の
鹿児島大学教育学

集落
340 田島康弘 1988 

場合一
部紀要人文・社会 40 25-46 薩南

(村落)
科学編

341 永田淳嗣 1988 多良間島村落におけるサトウキピ生産形態 人文地理 40-5 63-74 沖縄 農業

Miyagi 
Hierarchical Passenger Traffic in an 

琉球大学教育学部 交通
342 

Masahiro 
1988 Insular Region: The Case of Okinawa 

紀要
33 57-70 沖縄

(一般)
Prefecture， Japan 

343 中山満 1988 
察明期の大東諸島における居住地の形成ー玉 琉球大学法文学部

31 43-86 沖縄
集落

置時代の開拓を通してー 紀要史学・地理学編 (村落)

344 安陪麻子 1989 
ウニ漁からみた村落社会の変容ー古宇利島を

沖縄地理 2 35-48 沖縄 漁業
事例としてー

345 太田晃舜 1989 
海洋境界帯南海の性格 ー島喚の実態と海の 国土館大学文学部

89-109 薩南
政治

領有化 人文学会紀要別冊 1 (一般)

346 酒川茂 1989 広島県豊町における学校統合と生活圏の拡大
情報化社会の地域 大明 183-

瀬戸内海 文化
構造 堂 193 

347 磯 部 作 1989 
橋脚の島の漁業の状況 一瀬戸大橋開通前の 西日本漁業経済論

30 69-86 瀬戸内海 漁業
調査を中心に 集

348 森滝健一郎 1989 
第 5章4 巨大プロジェクトのかげに一本四 地域構造と地域間 大明 204-

瀬戸内海
交通

架橋と橋脚の島一 題 堂 214 (架橋)

349 八木康幸 1989 村落墓地の規模についてー淡路島を例として
日本の農山漁村と 大明 273-

瀬戸内海 文化
その変容 堂 288 

350 飯田耕二郎 1989 
八重山諸島における戦後の開拓地一石垣市平 日本の農山漁村と 大明 339-

沖縄 農業
野地区を中心として その変容 堂 353 

351 長谷川孝治 1989 
隠岐牧畑の変貌 一知夫里島における個人牧 日本の農山漁村と 大明 355-

日本海 農業
場の展開 その変容 堂 370 
わが国周辺地域における「非自立的産業Jの

201-
352 友滞和夫 1989 展開と地域労働市場の構造:熊本県天草地方 経済地理学年報 35-3 九州 経済

を事例として
220 

353 長沼信夫 1990 奄美諸島喜界島の地下水とその利用 駒沢地理 26 13-26 薩南 水文

現代離島教育の構
354 西原純 1990 離島の教育環境一生活圏からのアプローチ 造と展開[長崎大 59-78 九州 文化

学教育学部]
事証美出身者の動向と東尽における 鹿児島大学教育学

355 田島康弘 1990 Segrega t i onの形成一喜界島小野棒の例を中 部紀要人文・社会 41 67-91 薩南 人口

'L'Iこー 科学編
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356 大城直樹 1990 
亜熱帯烏峨lの集落立地と生活様式 八重山群

人文地理 42-3 26-44 沖縄
集落

島小浜島一 (村落)

357 堂前売平 1990 人口現象からみた下地町の地域特性 地域研究シリーズ 15 1-19 沖縄 人口

358 永岡淳嗣 1990 
南大東烏・北ムフにおけるサトウキピ収穫の

地理学評論 63-8 
508-

沖縄 農業
機械化と農家経営 529 

広島県における農村からの人口流出と都市の
18・ 127-

359 同橋秀典 1990 同郷団体一都市・農村関係の社会地理学的研 内海文化研究紀要 瀬戸内海 人口

究としてー
19 159 

360 
森川洋・

1990 瀬戸内海島唄部の人口推移 内海文化研究紀要
18・ 105-

瀬戸内海 人口
宮内久光 19 125 

361 田島康弘 1990 
奄美出身者のアメリカ移住:喜界島，小野津

南太平洋研究 10-2 
287-

薩南 人口
出身者を中心に 303 

362 
渡久地健・

1991 
小離島における空間認識のー側面(1 ) 久

沖縄地理 3 1・20 沖縄 文化
高田普久男 高島のサンゴ礁地形と民俗分類

I~I 聞における奄美郷友会の実態一徳之島出身
鹿児島大学教育学

363 田島康弘 1991 部紀要人文・社会 43 1-19 灘南 人口
者二の各集結郷友会に対する調査からー

科学編

364 中山満 1991 
i'1'大東島(ラサ島)の歴史的背景と島唄とし 神・村・人ー琉球 第一

13-41 沖縄 島唄理論
ての地域的特質 弧論叢 書房

365 竹田秀輝 1991 
『久米島紺1・農家」の階層構造とその地域的 神・村・人琉球 第一

77-117 沖縄 農業
特質 弧論叢 書房

366 中俣均 1991 
渡名喜島の地割制度について一昭和 16年の地 渡名喜島総合調査

35-56 沖縄
集落

害11組の分析から 報告書 (村落)

淡路島三原平野における三毛作農業の展開と
日大文理学部自然

367 田野宏 1991 
特色

科学研究所紀要 26 15-30 瀬戸内海 農業

(地理)

368 米谷静二 1991 洲本市の都市構造の推移
米 谷 静 先 生 著 作

瀬戸内海
集落

集 (都市)

369 石川友紀 1991 
山口県大島郡東和町における出移民の歴史地 琉球大学法文学部

34 1-21 瀬戸内海 人口
理学的考察 紀要史学・地理学編

370 平岡昭利 1992 奄美諸島における糖業動力と搾車
ジオグフフィカ・

71-86 施南 文化
センリガオカ

371 鶴田英一 1992 岡山県日生町頭島における民宿の展開過程 観光研究
4 

1-10 瀬戸内海 観光
1.2 

372 長沼恒夫 1992 波照間南大東両島における水環境とその利用 駒沢地理 28 75-91 沖縄 水文

373 酒川茂 1992 
両齢化社会における急傾斜地かんきつ作の動 広島女子大学文学

27 31-46 瀬戸内海 農業
向一広島県豊町を事例として 部紀要

鹿児島大学教育学

374 田島康弘 1992 奄美大島宇検村民の移住 部紀要人文・社会 44 21-39 薩南 人口

科学編

山田H青通・
沖純県宮古島における地域メディアの現状と

375 音好宏・ 1992 
住民意識

松商短大論叢 40 59-92 沖純 文化

藤田高弘

376 内問和子 1992 
1台水事業と費用負担の地域分析 佐渡島国

人文地理 44-3 1-20 日本海 水文
府川|水害予防組合の場合

377 
坂口良昭・

1992 架橋と岩鳥島島民の生活変動の実態調査 地理学研究 41 14-37 瀬戸内海
交通

白川利恵ほか (架橋)

378 平岡昭利 1992 沖大東島(ラサ島)の領土の確定と燐鉱採掘 長崎県立大学論集
25- 432-

沖縄
政治

3・4448 (一般)

379 永田淳嗣 1992 沖縄・多良間島の生態一社会システム変化
東泉大学教養学部

11 85-114 沖縄 農業
人間科学科紀要

380 中西遼太郎 1992 
奄美大島における孤立的集落の空間構成 大 南九州地域科学研 9 

51-68 薩南
集落

和村の事例 究所報 (村落)

381 矢野正浩 1992 
奄美大島大和村の人口変化と生業の変遷一明 南九州地域科学研 9 

87-105 隣南 人口
1台末から集予在日1)人口変化を中心にしてー 究所報

宮城良宏 1992 サンゴ礁地峨を結ぶ生命線としての交通網
熱い心の島ーサン 古今 223-

沖縄
交通

382 
ゴ礁の風土誌 書院 235 (般)

383 山階芳正 1992 自世島振興対策の現状と課題
防衛大学校紀要人

64 1-49 全国 島町島振興|
文科学分冊

大東諸島への居住についての若干の検討ー南
琉球大学法文学部

384 中山満 1992 紀要史学・地理学 35 1-25 沖縄 人口
米沖縄移民と関連して

編
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385 鄭光中 1993 
島恨県八東町におけるボタンと薬用人参の生

季刊地理学 45 98-110 日本海 農業
産

386 田中史朗 1993 
瀬戸内地域におけるt魚村活性化と当面する課

漁業経済論集 34-2 
143-

瀬戸内海 漁業
題についてー兵庫県家島町を事例として 156 

京都教育大学紀要
387 香川貴志 1993 長崎県高島における閉山後の文化景観

(A 人文・社会)
82 45-61 九州 文化

388 浮田典良 1993 
鹿児島県飯島における過疎化の進行と近年の

人文論究 43-3 59-71 九州 人口
変化

389 川元豊和 1993 沖縄県南大東島における土地所有
地域学研究(駒沢 6 

21-47 沖縄 経済
大)

佐渡地域における観光客増加に果たした島内

390 1捧尾良隆 1993 努力と市町村聞における観光客不均衡の要因 地域研究 33-2 1-20 日本海 観光

に関する研究

391 中葉博文 1993 文化地理的にみた舶倉島の地名構造と命名法
富山県地学地理学

10 
129-

日本海 文化
研究論集 142 

392 石村満宏 1994 離島の農業経営構造と地域性
鹿児島大学法文学部

40 33-46 藤南 農業
紀要人文学科論集

393 橋本f正治 1994 
岡芋(タロイモ)濯萩耕作の農耕文化論的比 ジオグラフィカ・

2 67-106 沖縄 農業
較考察ー南西諸島一 センリガオカ

394 鄭光中 1994 
地域農業と農産加工の関わりからみた薬用人

地理誌叢 35-2 27-37 日本海 農業
参加工の存在形態島根県八東町の事例一

395 河原典史 1994 
香川県粟島における養殖業の展開 外航船

漁業経済論集 35-1 
101-

瀬戸内海 漁業
員との関連において 114 

396 篠原重則 1994 香川県島唄部の過疎開題と地域振興の課題
香川大学教育学部

90 21-51 瀬戸内海 島唄振興
研究報告(第 1部)

397 山本育代 1994 池田町と詫間町粟島の花き栽培 香川地理学会会報 14 瀬戸内海 農業

鹿児島大学教育学

398 田島康弘 1994 ロサンゼルス奄美出身者の移住と生活 部紀要人文・社会 45 1-20 薩南 人口

科学編

399 大城直樹 1994 
八重山・石垣島の墓地風水絵図ー「自分墓地

人文地理 46-5 74-92 沖縄 文化
フンシ見取図j についてー

400 河原典史 1994 移住漁民の定着一週・東加藤を中心にー
対馬のi層、村一日韓 行路

37-56 九州 漁業
共同調査 社

401 柿本典H召 1994 
盛玉聞Tの漁業の実態ー漁協による町おこしを 対馬の漁村一日韓 行路

17-35 九州 漁業
通じてー 共同調査 社

402 奥野一生 1994 南北大東島を事例として日本の離島を考える
大阪教育大学地理 3 11-28 沖縄 島唄理論
教育研究紀要

403 中俣均 1994 離島の脱離島化 地域文化の均質化
平凡 171-

全国 島峨l振興
社 180 

404 平岡昭利 1994 北大東島における糖業と小作地の展開 調査と研究
201-

沖縄 農業
209 

405 中西遼太郎 1994 
宮古島北部村落の空間構造とその形成過程一 南九州地域科学研

11 59-70 沖縄
集落

平良市島尻の事例ー 究所報 (村落)

宮古列島伊良部町における人口変化と生業の
南九州地域科学研

406 矢野正浩 1994 変遷一明治中期から集落別人口変化を中心に
究所報

11 91-112 沖縄 人口

して

407 増井好男 1994 八丈島における花き園芸の発展と地域振興 農村研究 78 41-52 太平洋 農業

408 戸所隆 1994 
船員の島・粟島をとりまく立地環境と空間構 立命館大学人文科

62 1-37 日本海 漁業
造の変化 学研究所紀要

409 香川貸志 1994 
粟島における人口構造の変化 ー海員学校関 立命館大学人文科

62 39-61 日本海 人口
鎖のインパクト 学研究所紀要

410 山下博樹 1994 
粟島における生活空間の構造 ー経済基盤と 立命館大学人文科

62 63-88 日本海 経済
の関連において 学研究所紀要

411 青木管哉 1994 粟島における耕地の増減と土地条件
立命館大学人文科

62 89-105 日本海 農業
学研究所紀要

河原典史
粟島における海運業の展開 近世後期から 立命館大学人文科

62 
107-

瀬戸内海
交通

412 1994 
近代前期を中心に 学研究所紀要 140 (一般)

古賀慎二 粟島におけるリゾート開発と余暇活動
立命館大学人文科

62 
141 

日本海 観光413 1994 
学研究所紀要 160 

池悶博之・
佐渡・内海府漁村と沿岸漁業の構造 両津市

414 石山由里子.1995 
飲見・浦川両地区を事例に

新潟地理 3 51-66 日本海 漁業

金子峰夫

円
，

e
n可
d



番号 筆者名
発表

論文タイトル 雑誌名・図書名
書号・

ベージ 海域 研究分野
年 出版社

415 小川| 護 1995 小豆島における電照菊生産地域の形成と構造
沖縄国際大学教養

20 19-38 瀬戸内海 農業
部紀要

416 長沼信夫 1995 八重山列島における水資源とその利用
駒沢大学文学部研

53 1-18 沖縄 水文
究紀要

鹿児島大学教育学

417 間島康弘 1995 奄美大島名瀬市における郷友会の実態 部紀要人文・社会 46 11-30 薩南 人口

科学編

渡久地健・
小離島の永続的発 沖縄

418 回場由美雄・ 1995 小規模離島の生活環境基盤の現状
展を考える 協会

79-98 沖縄 島蜘振興

石坂次郎

419 堂前亮平 1995 
近代期，沖縄宮古島平良における商業空間の 地域研究(立jE地

36 1-11 沖縄
集落

特性ー寄留商人街をめぐってー 理学会) (都市)

420 永田淳嗣 1995 
沖縄・多良間島のサトウキビ農業の動態一天 東泉大学教養学部

12 41-65 沖縄 農業
川部落農家群の変動を中心にー 人間科学科紀要

421 
地理学談話

1996 離島の若者対策ー下関市蓋井島を例として エリア山口 25 41-50 日本海 島唄振興
会

422 高田泰光 1996 伊豆大島における近代交通網の発達 学芸地理 50 61-78 太平洋
交通

(一般)

423 
市川清士・

1996 
八重山地方の風水について一白保集落を事と 駒沢大学大学院地

24 19-38 沖縄
集落

鈴木一馨 してー 理学研究 (村落)

424 宮津仁 1996 
離島における消費者購買行動の一考察一長崎

経済地理学年報 42 44-57 九州 経済
県五島列島岐宿町の事例

425 賀納章雄 1996 南西諸島におけるアワ栽培の地域性 史泉 83 18-38 薩南 農業

鹿児島大学教育学

426 田島康弘 1996 奄美とブラジノレ移民 部紀要人文・ 4士会 48 15-33 薩南 人口

科学編

427 福田珠己 1996 
赤瓦は何を語るかー沖縄県八重山諸島竹富島

地理学評論 69-9 
727-

沖縄 文化
における町並み保存運動 743 

428 悶島康弘 1996 沖永良部島における退職者の生活史 南太平洋研究 16-2 
199-

薩南 人口
223 

429 織村修 1996 
上五島における漁場用益空間の変容 1 3世

歴史地理学 38-1 62-85 九州 t帝業
紀後半~ 15世紀前半を中心に

430 宗定雅之 1997 
過疎地域における地方自治体の福祉行政と老

地理学研究 46 51 瀬戸内海 島機振興
人会の役割一高松市の離島・男木島を例にして

新見 1台.
431 竹原千奈理 1997 有明浜と伊吹島の景観 地理学研究 46 1-13 瀬戸内海 文化

lま均、

432 宮内久光 1997 近代期における琉球列島離島の人口移動
金沢大学文学部地 8 121-

沖縄 人口
理学報告 136 

433 藤目節夫 1997 伯方・大島大橋開通に伴う交通条件変化
交通変革と地域シ 古今 226-

瀬戸内海
交通

ステム 書院 249 (架橋)
生産過剰・市場開放に伴う甘橘生産地域の分

434 梅田克樹 1997 化と存立構造の変容一瀬戸内海中部島峻地域 人文地理 49-6 43-58 瀬戸内海 農業
を事例としてー

435 渡久地健 1997 サンゴ礁の島々の観光一沖縄・座間味村一 地域開発 399 34-37 沖縄 観光

436 新井正 1997 人口を指標とする離島の商庖数の相似性
地域研究(立正地理

37-2 1-8 太平洋
集落

学会) (都市)

437 香川勝俊 1997 
芸予諸島地域の過疎と島の個性ー岩城島と生 明石工業向等専門

40 93-104 瀬戸内海 人口
名島の比較 学校研究紀要

438 福原博 1998 大島みかん閣の感袋一東和町下団地区の場合 エリア山口 27 27-41 瀬戸内海 農業

439 河原典史 1998 
伊吹島漁民のはしけ運送業への転業大阪湾周

京都地域研究 13 
147-

瀬戸内海 漁業
辺における地域的変化との関連において 159 

440 大城直樹 1998 
ナショナリズムと「民俗Jの風景 八重山の

空間から場所へ
古今 144-

沖縄 文化
御様のエピソード 書院 161 

441 西 原純 1998 
わが国の縁辺地域における炭鉱の閉山と単

人文地理 50-2 1-23 九州 経済
企業地域の崩壊長崎県=菱炭鉱の事例ー

442 堤研三 1998 
離島空港をめぐる諸問題ー隠岐空港を事例と

地域地理研究 3 57-66 日本海
交通

して (一般)

443 宮内久光 1998 
人口増加島唄地域・沖縄県座間味村における

地理科学 53-4 23-36 沖縄 人口
県外出身者の存在形態

444 平岡昭利 1998 
鳥島開拓と借地継続の経緯について一八丈島 地理学の諸相 「実 大明 343-

沖縄 経済
と大東島を結ぶ島の一考察 証Jの地平 堂 362 
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445 荻原和也 1998 屋久島における観光化と環境保全 地理学研究報告 9 33-40 議南 観光

446 奥野一生 1998 離島娠興政策の展開と離島の動向 地理学評論 71-5 
362-

全国 島唄振興
371 

447 
両柳長直・

1998 
離島における農業振興の展開過程 沖縄県石

農村研究 87 37-49 沖縄 農業
助重雄久 踊島の葉タバコ栽培への転換を中心に

448 溝口常俊 1998 屋久島中間村における切替畑利用の変遷
名古屋大学文学部

44 
141-

薩南 農業
研究論集史学 154 

449 香川勝俊 1998 
島の領域と海上交通の役割一瀬戸内海の高井 明石工業向等専門

41 
111-

瀬戸内海
交通

神島・魚島・岩城島を例に 学校研究紀要 121 (一般)

450 宮内久光 1998 
島嶋地域におけるダイビング観光地の形成と 琉球大学法文学部 l 299-

沖縄 観光
人口現象ー沖縄県座間味村を事例としてー 人間学科紀要 335 

451 宮内久光 1998 
沖縄県座間味村に嫁いだ県外出身女性の生活 琉球大学法文学部 2 171-

沖縄 人口
環境評価 人関学科紀要 192 

452 
助重雄久・

1999 
沖縄農業の新展開ー離島でのびる葉タバコ栽

九州経済調査月報 53-5 15-24 沖縄 農業
高柳長直 培

453 横山昭市 1999 
芸予諸島の変容と西瀬戸自動車道開通への対

愛媛の地理 14 1-13 瀬戸内海
交通

応 (架橋)

454 中俣均 1999 フロンィアとしての離島 環境情報科学 28-1 52-53 全国 島嘆理論

鹿児島大学教育学

455 田島康弘 1999 大島郡天城町における日比交流について 部紀要人文・社会 51 49-71 薩南 人口

科学編

456 上回勤子 1999 
与論島における大島紬織工の存在形態と観光

大分地理 12 11-20 薩南 観光
産業との関わりについて

457 川久保篤志 1999 
伊予柑への品種庖聞による柑橘産地の維持と

地域地理研究 4 1-19 瀬戸内海 農業
その要因ー愛媛県温泉郡中島町を事例にー

458 今里悟之 1999 
村落空間の社会記号論的解釈とその有効性一

地理学評論 72-5 
310-

九州
集落

玄界灘馬渡島を事例としてー 334 (村落)

459 塩谷裕司 1999 
わが国島唄空間の変容 架橋開通に伴う瀬戸 兵庫教育大学地理 4 45-62 瀬戸内海

交通

内海田島・横島の地域変化を中心として 学研究室研究報告 (架橋)

460 森康成 1999 
兵庫県南部地震が北淡路のため池と回主に及ぼ

兵庫地理 44 11-23 瀬戸内海 農業
した影響ー北淡町浅野南・神田地区を例に

461 溝口常俊 1999 近世中期屋久島における世帯構成と生産基盤
名古屋大学文学部

45 
175-

薩南 経済
研究論集史学 205 

462 香川勝俊 1999 西瀬戸自動車道開通に伴う島喰部交通の変化
明石工業両等専門

42 
121-

瀬戸内海
交通

学校研究紀要 132 (架橋)

463 小林茂 2000 
近世の南西諸島における天然痘の流行パター

歴史地理学 42-1 
197-

沖縄 医療地理
ンと人痘法の施行 214 

464 大畑農 2000 
北から南から くしもと大橋開通 一大島は

和歌山地理 20 太平洋
交通

メ..，ミー (架橋)

465 崎浜靖 2000 
戦後の沖縄離島における人口移動ー渡名喜島

沖縄地理 5 1-20 沖縄 人口
住民の移動パターンの分析ー

地籍資料を利用した歴史空間の復原作業(1)宮
集落

466 崎浜靖 2000 古・東仲宗様添における土地援理法施行時の 南島文化 22 75-85 沖縄
(村落)

空間構成

467 宮内久光 2000 
沖縄県離島から中心都市への近接性の測定と

沖縄地理 5 21-41 沖縄
交通

その変化 (一般)

468 尾方隆幸 2000 
沖縄の離島における観光地域の構造一座間味

沖縄地理 5 99-115 沖縄 観光
島と小浜島の比較研究ー

469 中俣均 2000 離島という社会生活空間とその変貌 沖縄八重山の研究 67-78 沖縄 島町翼理論

470 篠原重則 2000 香川県小豆島の電照菊栽培の成立と経営実態
香川大学教育学部

109 1-22 瀬戸内海 農業
研究報告(第 1部)

471 篠原重則 2000 小豆島西中山の千枚田の景観と濯瓶システム
香川大学教育学部

110 1-23 瀬戸内海 農業
研究報告(第 1部)

鹿児島大学教育学

472 田島康弘 2000 屋久島における『新住民Jの来住 部研究紀要人文社 52 41-59 薩南 人口

会科学編

473 賀納章雄 2000 
沖縄県渡名喜島・粟国島における伝統的作物

人文地理 52-1 67-83 沖縄 農業
キピの復活とその背景

大呂興平
隠岐・知夫皇島における肉用牛繁殖経営の展

人文地理 52-6 
575-

日本海 農業474 2000 
開 595 

475 柴田健 2000 
沖縄伊江島の地域形成一花井農業形成を中心 早稲田大学大学院教

8-1 25-36 沖縄 農業
としてー 育学研究科紀要別冊
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476 塩谷裕司 2000 
わが国島町島空間の現状と課題ー架橋開通に伴

地理科学 55-3 14-26 瀬戸内海
交通

う地域変容ー (架橋)

477 小川全夫 2000 
離島の半島化は発展か一地域人口前齢化の取

地理科学 55-3 37-43 瀬戸内海 人口
り組みー

478 山内昌和 2000 
福岡県小呂島漁業コミューアイーにおける世

地理学評論
73- 835-

九州 漁業
幣生産メカニズム 12 854 

479 大呂興平 2000 
隠岐・西ノ烏における漁業の展開と新規就漁

島唄研究 61-76 日本海 漁業
のあり方

480 香川勝俊 2000 
集落分散型・両齢化地域における中心地施設 明石工業高等専門

43 99-109 瀬戸内海
集落

の立地一山口県大島郡東和町を例に 学校研究紀要 (都市)

八重山諸島におけるツ リズム研究のための
アジア・太平洋の 2 140-

481 松村正治 2001 基礎調査一竹富島・西表島・小浜島の人々と 沖縄 観光

自然とのかかわりの変遷ー
環境・開発・文化 202 

482 稲田七海 2001 
両齢者住宅福祉サービスと地域構造の関連

経済地理学年報 47-2 57-58 九州 経済
鹿児島県上甑島里村を事例に

483 中沢健史 2001 
漁場利用シスァムと漁業活動一山口県浮島の

史泉 93 17-31 瀬戸内海 漁業
カタクチイワシ船曳網漁を事例として

484 田中史朗 2001 
地域漁業の存続をかけた漁船員募集 島根県

地域漁業研究 41-2 17-28 日本海 漁業
西ノ島町浦郷を事例として

485 小川護 2001 
西表島における農業経営の現状ー 1995年農業

地域研究シリーズ 29 9-20 沖縄 農業
集落カードを利用してー

486 宮内久光 2001 
離島住民の中心都市における滞在可能時間の

島唄研究 2 21-44 全国
交通

測定 (一般)

487 田島康弘 2001 奄美における人口移動と「場所の力J
南太平洋海域調査

35 59-76 薩南 人口
研究報告

488 
島袋{申ニ・

2001 
サンゴ島におけるサトウキピ農業の変化 圏 琉球大学法文学部 8 151-

沖縄 農業
波久地健 場整備後の波照間島の事例ー 人間学科紀要 192 

489 橋村修 2001 
水主浦漁場の階層性とその形成過程一近世期

歴史地理学 43-2 1-21 九州 漁業
肥後国天草郡において

490 福原博 2002 
周防大島における蜜柑栽培地域の変遷一大規

エリア山口 31 1-22 瀬戸内海 農業
模農業への胎動ー

ある職人が歩いてきた道 佐渡島羽茂町大

491 中村実央 2002 石・中川良晴さん(竹細工・膝細工)への開 お茶の水地理 43 41-46 日本海 生活行動

き書きから

後継者参入にともなう追加所得の確保と集団

492 山内昌和 2002 経営対応ーまき網漁業の役割に注目した福岡 漁業経済研究 47-2 67-86 九州 漁業
県小呂島の事例ー

493 賀納章雄 2002 
現代南島における伝統的作物の復活 沖縄県

史泉(関西大学) 96 21-39 沖縄 農業
石ま百島・波照間島のキピ栽培を中心に

494 福薗宜子 2002 
沖縄県伊平屋島におけるブルーツーリズム型

史料編集室紀要 27 
187-

沖縄 観光
観光地の形成 208 

西原純・
産業のリストラクチャリング期における炭鉱

495 
粛藤寛

2002 閉山と三階層炭鉱労働者の帰趨一長崎県三菱 人文地理 54-2 1-22 九州 経済

高島炭鉱の事例

496 山内昌和 2002 
壱岐郡長島における戦後の漁業活動の動態と

人文地理 54-5 63-79 九州 漁業
持続性

香川県土庄町豊島における産業廃棄物不法投
政治

497 横山哲朗 2002 棄事件と地方自治 地域の再生における住民 瀬戸内地理 11 32-47 瀬戸内海

自治の役割
(一般)

498 浅野敏久 2002 宮島におけるエコツ リズムの試み 地理科学 57-3 40-53 瀬戸内海 観光

499 柳売太 2002 与那国島における生活施設と住民の生活行動 島町耳研究 3 91-104 沖縄 生活行動

500 畑総一郎 2002 
葬儀と葬制の変化 愛知県日間賀島における

日本民俗学 231 97-110 太平洋 文化
両墓制の崩壊・火葬の受容

501 森 康 成 2002 広告から探る淡路島へのまなざし 兵庫地理 47 1-10 瀬戸内海 観光

502 福原博 2003 
周防大島における蜜柑栽培地域の変遷一直接

エリア山口 32 11-30 瀬戸内海 農業
支払い制度での協定集落分布の背景ー

503 石村満宏 2003 藤南諸島の地峻性と甘薦作
鹿児島大学法文学部

57 75-88 薩南 農業
紀要人文学科論集

504 崎 浜 靖 2003 
地籍資料を利用した歴史空間の復原作業(2)マ

南島文化 25 47-72 沖縄 医療地理
ラリア有病地の地理的性格

505 堂前亮平 2003 近代期，奄美大島名瀬における商業空間の特性
久留米大学文学部紀 1

7-24 薩南
集落

要情報社会学科編 (都市)
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506 須山聡 2003 
人口・産業構造の特性に基づいた日本におけ

駒海地理 39 59-78 全国 島町毎理論
る島嘆の地域類型

507 
漆原和子・

2003 
屋敷囲いとしての石垣を作る文化 喜界島、

国際日本学
139 

能南
集落

羽田麻美 阿伝集落の例 168 (村落)

508 森良一郎 2003 
沖縄県離島における養殖モズク産地の形成

地域漁業研究 43-3 23-43 沖縄 漁業
沖縄県伊平屋村を事例として

509 堂前亮平 2003 
近代期，石垣島四笛の商業空間に関する若干

地域研究シリーズ 31 
115-

沖縄
集落

の考察 132 (都市)

510 高橋直紀 2003 
離島におけるサトウキピ農業の展開とその意 地理誌叢(日本大 44-

29-50 沖縄 農業
義 沖縄県宮古郡城辺町を事例として 学) 1・2

深見総・
屋久島における滞在型エコツーリズム 地域

511 坂田裕輔・ 2003 
住民との連携を主軸とした確立可能性一

島唄研究 4 41-56 薩南 観光

柴崎茂光

512 
宮内久光・

2003 
都市通勤可能架橋島・沖縄県浜比嘉島におけ

島町耳研究 4 57-75 沖縄
交通

下里潤 る人口変動と転入者の存在形態 (架橋)

513 谷川典大 2003 鹿児島硫黄島におけるツーリズムの現状と課題 島唄研究 4 99-112 薩南 観光

514 賀納章雄 2003 
沖縄県竹富島における伝統的作物アワの栽培

農耕の技術と文化 26 53-84 沖縄 農業
存続とその背景 種子取祭との関係を中心に

515 石川雄一 2003 
離島地域における日常生活圏の変化と本土主

離島研究
海青

25-40 九州 生活行動
要都市との結びつき 社

516 須山聡 2003 
奄美大島，名瀬の郷友会一組織の機能と空間

離島研究
海青

41-57 線南 人口
的性格ー 干上

517 河原典史 2003 伊吹島からの漁民の移動と展開 離島研究
海青

58-70 瀬戸内海 漁業
社

518 s}J重雄久 2003 伊江島の農業展開過程と課題 自ft島研究
海青

113-12 沖縄 農業
社

519 中村周作 2003 延岡市島浦島の経済的地域構造 離島研究
海青 183-

九州 経済
社 200 

関西大
153 集落

520 高橋誠一 2003 八重山古地図による集落の復原 琉球の都市と村落 学出版 沖縄

部
362 (村落)

521 
島袋伸二・

2003 八重山諸島における波照間島農業の位置づけ
琉球大学法文学部

11 11-28 沖縄 農業
渡久i也健 人間学科紀要

522 宮内1入光 2003 
沖縄県におけるエコツーリズムに関する基礎 琉球大学法文学部

11 83-121 沖縄 観光
的研究 人間学科紀要

523 平岡昭利
南鳥島の領有と経営 アホウドリから鳥糞，

歴史地理学 太平洋
政治

2003 
リン鉱採取へ

45-4 1-14 
(一般)I 

524 新見 1台 2004 
沖縄県宮古島における地下水管理と持続的な 香川大学教育学部

121 1-22 沖縄 水文
水利用 研究報告(第 l部)

屋久島のエコツーリズムーガイド業者に対す
鹿児島大学教育学

525 田島康弘 2004 
る調査から

部研究紀要人 55 31-47 隣南 観光

文・社会科学編

鹿児島大学教育学

526 田島康弘 2004 石垣在郷友会の研究 部研究紀要人 55 49-61 沖縄 人口

文・社会科学編

527 森民一郎 2004 
沖縄県伊平屋村における養殖モズク生産労働

新地理 52-3 1-19 沖縄 漁業
を支える地域的条件

528 谷川典大 2004 
大隅諸島への移住者とコミユーアイ ショー

人文地理 56-4 63ー79 薩南 人口
ト・ライフヒストリーと「語り J

529 
須山聡・

2004 
奄美大島名瀬市住民の居住地移動 大和村大 地域学研究(駒津

17 81-96 薩南 人口
鄭美愛 棚郷友会の事例 大学)

対馬東岸の鑓川における佐野漁民の滞留場所
地形環境と歴史景

古今 192-
530 河原典史 2004 

一地籍資料と供養碑からの検討ー
観ー自然と人間の

書院 199 
九州 漁業

地理学

531 
寺本潔・

2004 
沖縄県石垣島白保における子どもの知覚環境 地理学報告(愛知教

98 27-50 沖縄 生活行動
山口美徳子 の構造 写真投影法を中心にして 育大学)

532 1捧尾良隆 2004 
ダイピング事業の{申展に伴う地域社会との葛 立教大学観光学部 6 1-12 沖縄 観光
藤 紀要

533 伊藤徹男 2004 
周防八島における牛の共開放牧の展開 昭和

立命館地理学 16 81-93 瀬戸内海 農業
30年代 40年代を中心として

534 宮内久光 2004 観光インパクトに対する島唄住民の評価
琉球大学法文学部

14 55-87 沖縄 観光
人間学科紀要
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大呂興平・
復帰後沖縄における肉用牛繁殖経営部門の成

535 新井祥穂・ 2005 
長一経営群の進化と適応的技術変化ー

人文地理 57-3 21-41 沖縄 農業
永田淳嗣

536 石川|菜央 2005 隠岐における闘牛の担い手と社会関係 人文地理 57-4 22-43 日本海 文化

537 平岡昭利 2005 
明治期における尖閣諸島への日本人の進出と

人文地理 57-5 45-60 沖縄 人口
古賀辰四郎

538 宮津博久 2005 
大分県姫島の沿岸漁業における共同体基盤型

人文地理 57-6 64-79 九州 漁業
管理 沖健網漁業の漁場規制を事例をして

同盟島における町村合併一長崎県壱l岐市と対馬
Nii大

271- 政治
539 高木彰彦 2005 

市の事例
政策分析 2004 学社版

292 
九州

(一般)
~ 

540 
鈴木理孝ほ

2005 
観光地における土地利用変化の要因分析 鹿 地域学研究(駒津

35-3 
681-

薩南 観光
也、 児島県屋久島を事例として 犬学) 691 

541 森員一郎 2005 
沖縄県離島へのモズク養殖技術普及の地域的

地域漁業研究 46-1 
177ー

沖縄 漁業
条件 沖縄県伊平屋村を事例として 202 

542 小川護 2005 
島i拠地域における花井類生産地の地域特性.

地域研究シリーズ 33 37-49 沖縄 農業
本島・伊r工島・石姻島・八丈島を中心として

543 今里悟之 2005 
佐賀県馬渡島における小中学生の生活空間認

地理学報 36 41-55 九州 生活行動
識の構造

544 前畑明美 2005 
島峨i地域における架僑化に{半う社会変容ー沖

島唄研究 5 91-122 沖縄
交通

縄県浜比嘉島を事例としてー (架橋)

545 閏島康弘 2005 
与論島における来住者とまちづくりーとくに 南太平洋海峡調査

42 78-89 薩南 島唄振興
ギリシャキfを中心にー 研究報告

546 賀納章雄 2005 
宮古諸島・伊良部島におけるアワ栽培の存続

離島研究E
海青 185-

沖縄 農業
と地域社会 社 200 

547 山田浩久 2005 
山形県・飛島の人口減少と住民の生活行動の

離島研究E
海青 201-

日本海 人口
変容 社 218 

548 長谷正紀 2005 淡路国府と駅路について 和歌山地理 25 3-12 瀬戸内海
集落

(都市)

549 石村満宏 2006 周辺地域の集落類型
鹿児島大学法文学部

63 19-29 縫南
集落

紀要人文学科論集 (村落)

550 竹下聡美 2006 
屋久島への Iターンにおける仲介不動産業者

人文地理 58-5 
475-

薩南 人口
の役割 488 

551 池内泰 2006 
神奈川県・江の島における天王祭の成立とそ

人文地理 58-5 1-20 太平洋 文化
の背景ー祭礼にみる祭杷空間の考察を通じて

552 下里潤 2006 
宮古島における人口還流の心理的要因と社会

沖縄地理 7 85-106 沖縄 人口
的ネットワーク

553 宮内久光 2006 
沖縄県離島地域における就業構造の特徴と人

沖縄地理 7 33-52 沖縄 経済
口変化

554 山本耕三 2006 沖縄県伊江島における消費者購買行動
熊本大学教育実践

23 83-90 沖縄 生活行動|
研究

鹿児島大学教育学

555 田島康弘 2006 長崎県五島の出郷者の会について 部研究紀要人 58 99-115 九州 人口

文・社会科学編

556 
新井祥穂・

2006 沖縄・石垣島の土地改良事業の停滞 地理学評論 79-4 
129-

沖縄 農業
永田淳嗣 153 

557 宮内久光 2006 
沖縄県離島における特産品開発と卸売業者の

島町島研究 6 41-64 沖縄 経済
役割

558 
新井祥穂・

2006 
沖縄・石垣島におけるパインアップル生産の 東京大学人文地理

17 35-49 沖縄 農業
永田淳嗣 危機と再生 学研究

559 宮内久光 2006 
日本の人文地理学における離島研究の系譜 琉球大学法文学部

18 57-92 全国 島崎障理論
(1) 人間学科紀要

560 
漆原和子・

2007 
沖縄県渡名喜島における屋敷固いの特色とそ

季刊j地理学 59 99-110 沖縄
集落

乙幡康之 の変遷 (村落)

561 崎浜靖 2007 
近代八重山諸島におけるマフリア有病地の地

地域研究シリーズ 34 1-13 沖縄 医療地理
理的性格

562 1蒋日常俊 2007 近世因島の過去帳
名古屋大学附属図 6 
書館研究年報

1-20 瀬戸内海 人口

563 山田浩久 2007 
新潟県・粟島における特徴的な集落形態と産

離島研究皿
海青 181-

日本海
集落

業構造 社 196 (村落)

564 須 山聡 2007 
昭和初期の奄美大島における景観復冗の試み

離島研究皿
海青 161-

薩南 文化
一渋沢フィルムを用いてー 宇土 180 
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565 中西遼太郎 2007 
奄美大島における臨海集落の空間構成一大和

離島研究皿
海青 147-

薩南
集落

村の事例ー 社 160 (村落)

566 宮内久光 2007 
日本の人文地理学における隊島研究の系譜 琉球大学法文学部

19 35-66 全国 島町耳理論
(2) 人間学科紀要

567 中西雄二 2007 
奄美出身者の定着過程と同郷者ネットワ クー

人文地理 59-2 
172-

薩南 人口
戦前期の神戸における同郷団体を事例として 187 

568 堂前亮平 2008 
第一次世界大戦前の与那国島における祖納の

地域研究シリーズ 35 85-94 沖縄
集落

集落特性 (村落)

569 石川菜央 2008 徳之島における闘牛の存続と意義 地理学評論 81-8 
638-

薩南 文化
659 

570 平岡昭利 2008 アホウドリと「帝国J日本の拡大 地理空間 1-1 53-70 全国
政治

(一般)

571 中西雄二 2008 
奄美出身者と同郷者メディア:エスニッタ・

人文論究 57-4 65-85 薩南 文化
メディア研究との関連で

572 森田枝里子 2009 
島町耳部における両齢者サポートに関する一考

お茶の水地理 49 66-78 瀬戸内海 生活行動
察ー愛媛県松山市睦月地区を事例にー

573 稲田七海 2009 
介護保険制度の受容に伴う高齢者ケアと相互

人文地理 61-4 36-55 九州 生活行動
扶助の変容ー上甑島旧里村を事例をしてー

574 前川昌子 2009 
島嘆部における両齢化と人口移動ー香川県粟

兵庫地理 55 15-28 瀬戸内海 人口
島を例として

575 宮内久光 2009 
エコツーリズムの展開と住民評価一西表島 離島に吹くあたら 海青

71-86 沖縄 観光
(沖縄県)ー しい風 社

576 山田浩久 2009 
グリーン・ツーリズムの導入を模索する島一 離島に吹くあたら 海青

41-56 日本海 観光
粟島(新潟県) しい風 干土

577 石川雄一 2009 
Iタ ン者が急培する島一石垣島(沖縄県) 離島に吹くあたら 海青

98-111 沖縄 人口
しい風 社

578 姥原一平 2009 
沖縄八重山地方における猪垣築造の社会的背

歴史地理学 51-3 
245-

沖縄 文化
景 263 

579 高木秀和 2009 
福岡県姫島における漁村の村落構造と漁法と

愛大史学 18 
144-

九州 漁業
の関係 119 

580 堀本雅章 2009 
小規模離島における学校の役割と住民意識ー

沖縄地理 9 13-26 沖縄 生活行動
沖縄県竹富町鴻間島の事例ー

581 須山聡 2009 
奄美大島北部におけるサトウキピ農業の大規

駒海地理 45 1-19 薩南 農業
模化と農村の高齢化

582 
新井祥穂・

2009 
沖縄・石垣島のサトウキピ作経営群の技術選

経済地理学年報 55-3 
215-

沖縄 農業
永田淳嗣 択とサトウキピ政策 233 

583 高橋晶子 2009 近代八重山のマラリアと集落存続 地理学評論 82-5 
442-

沖縄
集落

464 (村落)

584 宮内久光 2009 
日本の人文地理学における離島研究の系譜 琉球大学法文学部

23 
131-

全国 島唄理論
(3) 人間学科紀要 166 

585 加藤晴美 2009 大崎下島御手洗における花街の景観と生活
歴史地理学野外研

13 
101-

瀬戸内海
集落

究 111 (都市)

586 中西雄二 2009 
奄美出身者の再移住とネットワ クの広がり

人文論究 59-2 
146-

薩南 人口
神戸と倉敷における同郷団体の事例をもとに 168 

587 須山聡 2010 
奄美大島における新たなツ リズムの展開ー 駒津大学文学部研

68 17-34 薩南 島唄振興
スポーツ合宿によるしまおこし 究紀要

大正期~昭和初期の芸予諸島・大ニ島におけ
588 花木宏直 2010 るマニラ移民と圏内出稼ぎの特性一旧岡山村 人文地理 62-5 1-25 瀬戸内海 人口

口総地区を事例をしてー

589 堀本雅章 2010 
小規模離島における学校の役割と住民意識ー

法政地理 42 9-20 沖縄 生活行動
沖縄県宮古島市大神島の事例

590 高木秀和 2010 
過疎・高齢化が進んだ愛媛県ー神島における

愛大史学
138-

瀬戸内海 漁業
漁業の存立条件ー漁法の展開過程にも着目して 118 

591 須山 聡 2010 
奄美の『自分さがしJーアマミンチュとして

駒海地理 46 1-10 薩南 生活行動
の自覚ー

592 問中健作 2010 
政策転換期における離島航路維持の展開:瀬戸

経済地理学年報 56-1 1-15 瀬戸内海
交通

内海を中心とした不採算航路を事例として (一般)

593 
上野和彦・

2010 沖縄・久米島納織物産地の存続とユイ 経済地理学年報 56-1 16-30 沖縄 経済
石田則行

近代八重山における遠距離通耕の歴史的展開
594 藤井紘司 2010 -1890~1970 年代における西表島東北部を事 地理学評論 83-1 1-20 沖縄 農業

例としてー
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595 石川雄一 2010 
5章石垣島における Iタ ンの動向と中両

離島研究W 海青
83-97 沖縄 人口

年 Iターン者の旧集落への移住 社

596 助重雄久 2010 
8章 宮古島における小規模宿泊施設の急矯

離島研究N
海青 125-

沖縄 観光
と多様化 社 140 

597 渡部圭一 2010 
米と魚から見る港町の食生活ー芸予諸島大崎下 歴史地理学野外研

14 
163-

瀬戸内海 文化
島御手洗における行商人と米穀商について 究 175 

598 鄭美愛 2010 
奄美大島出身者の Uタ ン移動の特徴と発生

地理空間 3-2 77-95 薩南 人口
要因

599 麻生将 2011 
1930年代奄美大島におけるカトリックをめぐ

人文地理 63-1 22-41 薩南 文化
る排撃と「排除の景観Jの形成

600 堀本雅章 2011 
架橋に対する住民意識ー沖縄県本部町水納島

沖縄地理 11 55-64 沖縄
交通 | 

と宮古島市大神島を比較してー (架橋)

601 
松井幸一・

2011 
聖地・妖怪分布からみる境界空間と住民意識ー 関西大学東西学術 243-

薩南 文化
高橋誠一 奄美大島能郷町を事例として 研究所紀要 272 

602 石川菜央 2011 
徳之島の闘牛における観客の動向と今後の可 広島大学総合博物 3 

89-96 薩南 文化
能性 館研究報告

603 前畑明美 2011 
沖縄・古宇利島における架橋化による社会変

人文地理 63-4 42-57 沖縄
交通

容 (架橋)

604 植村円香 2011 
東尽都利島村におけるツバキ実生産による高

地理学評論 84-3 
242-

太平洋 農業
齢者の生計維持 257 

605 宮内久光 2011 奄美・沖縄離島の経済構造とその変化 島唄研究 11 45-58 沖縄 経済

606 田島康弘 2011 口永良部島における人の移動
南太平洋海域調査

51 55-68 薩南 人口
研究報告

漆原和子・
集落

607 高花達也・ 2011 山口県祝島における練り塀による屋敷囲い 法政地理 43 37-46 瀬戸内海

稲守良介
(村落)

608 中村努 2011 
離島における医薬品流通シスァムと医薬品卸

季刊地理学 63-1 1-16 九州 経済
の役割:長崎県五島列島の事例

609 上島智史 2011 近世対馬における城下町の空間構造 歴史地理学 53-4 19-37 九州
集落

(都市)

農山漁村における新商品開発の過程と特徴に

610 高柳長直 2011 関する一考察・滋賀県高島市安曇川地区と熊 学芸地理 66 1-12 九州 経済

本県天革市有明地区の農商工連携

611 吉田国光 2011 
中山間地域における農地利用の維持基盤:熊

地理空間 4-2 97-110 九州 農業
本県天草市宮地岳町を事例に

612 神田竜也 2011 天草地方における農林地とシパ草地の放牧利用 奈良大地理 17 25-40 九州 農業

613 北川博史 2011 
離島における漁業活動の構造変化ー香川県直 文化共生学研究

10 75-84 瀬戸内海 t静業
島を事例としてー (岡山大学)

瀬戸内海西部における島唄部航路の再編と公
交通

614 田中健作 2012 営航路の対応:主に松山市中島地域と江田島 内海文化研究紀要 40 27-49 瀬戸内海
(一般)

市を事例として

615 堀本雅章 2012 
沖縄県野甫島住民の日常生活空間と架橋の賛

沖縄地理 12 33-44 沖縄
交通

否に対する住民意識 (架橋)

616 
高橋逮郎・

2012 
神の島・古宇利島の集落と伝統的地理思想: 関西大学東西学術

45 77-106 沖縄
集落

松井幸一 琉球としての再認識と強調 研究所紀要 (村落)

617 
松井幸一・

2012 
琉球の伝統的集落景観とその構造:古宇利島 関西大学東西学術

45 
107-

沖縄
集落

高橋誠一 を事例として 研究所紀要 129 (村落)

618 須山聡 2012 風景印のリァラシー 駒津地理 48 15-34 全国 文化

619 三木剛志 2012 長崎県池島における炭鉱開発と住民の対応 人間環境論集 12-1 
109 

九州 経済
158 

620 今里悟之 2012 
長崎県平戸島における筆名の命名原理と空間

地理学評論 85-2 
106-

九州 文化
単位:認知言語学との接点 126 

621 遠藤匡俊 2012 
1799-1801年のエトロフ島におけるアイヌの

地理学評論 85-3 
236-

太平洋 文化
和名化と風俗改変の空間的・社会的拡散過程 258 

622 前畑明美 2012 
島唄住民による架橋後の生活評価ー沖縄・古

島町器研究 12 27-42 沖縄
交通

宇利島の事例ー (架橋)

623 奥野一生 2012 
離島の農業ー1960-2005年度の農産物生産類

島唄研究 12 43-72 全国 農業
型を中心としてー

624 加藤政洋 2012 米軍統治下における奄美.沖縄問の人口移動 立命館地理学 24 1-17 薩南 人口

久島桃代 2012 
長崎市伊王島町『伊知の会Jの創作太鼓の活

お茶の水地理 51 
100 

九州 文化625 
動の展開とその意味 109 
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【注記】

1) 以下、断りがない限り地理学研究とする。

2) 本研究では何地(1965) に基づき、本土を「国家権力や近代資本の集積した地域を同

ーの陸地内にもつもの」と定義する。また、本土との対置概念は離島である。本稿で

いう島l興研究とは、離島研究と同義である。

3) 全ての有人島の世帯数と人口数は 2005年人口センサスによる。

4) データベースは Microsoft社の Exce12010という表計算ソフト上で作成した。

5) 紙面の都合上、 「編集者名」は省略した。また、 「雑誌巻号j と「出版社名」は同一

列に表示した。
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